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令 和 ３ 年

赤平市議会第１回定例会会議録（第３日）

３月１２日（金曜日）午前１０時００分 開 議

午後 １時３８分 散 会

〇議事日程（第３号）

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 諸般の報告

日程第 ３ 令和３年度市政執行方針演説に対

する一般質問

４．木 村 恵 議員

５．鈴 木 明 広 議員

日程第 ４ 議案第２０１号 令和３年度赤平

市一般会計予算の質疑

日程第 ５ 議案第２０２号 令和３年度赤平

市国民健康保険特別会計予算の質

疑

日程第 ６ 議案第２０３号 令和３年度赤平

市後期高齢者医療特別会計予算の

質疑

日程第 ７ 議案第２０４号 令和３年度赤平

市下水道事業特別会計予算の質疑

日程第 ８ 議案第２０５号 令和３年度赤平

市用地取得特別会計予算の質疑

日程第 ９ 議案第２０６号 令和３年度赤平

市介護サービス事業特別会計予算

の質疑

日程第１０ 議案第２０７号 令和３年度赤平

市介護保険特別会計予算の質疑

日程第１１ 議案第２０８号 令和３年度赤平

市水道事業会計予算の質疑

日程第１２ 議案第２０９号 令和３年度赤平

市病院事業会計予算の質疑

〇本日の会議に付した事件

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 諸般の報告

日程第 ３ 令和３年度市政執行方針演説に対

する一般質問

日程第 ４ 議案第２０１号 令和３年度赤平

市一般会計予算の質疑

日程第 ５ 議案第２０２号 令和３年度赤平

市国民健康保険特別会計予算の質

疑

日程第 ６ 議案第２０３号 令和３年度赤平

市後期高齢者医療特別会計予算の

質疑

日程第 ７ 議案第２０４号 令和３年度赤平

市下水道事業特別会計予算の質疑

日程第 ８ 議案第２０５号 令和３年度赤平

市用地取得特別会計予算の質疑

日程第 ９ 議案第２０６号 令和３年度赤平

市介護サービス事業特別会計予算

の質疑

日程第１０ 議案第２０７号 令和３年度赤平

市介護保険特別会計予算の質疑

日程第１１ 議案第２０８号 令和３年度赤平

市水道事業会計予算の質疑

日程第１２ 議案第２０９号 令和３年度赤平

市病院事業会計予算の質疑

順序 議席
番号 氏 名 件 名

４ ３ 木村 恵 １．市政執行方針につい

て

２．教育行政執行方針に

ついて
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〇出席議員 １０名

１番 竹 村 恵 一 君

２番 安 藤 繁 君

３番 木 村 恵 君

４番 鈴 木 明 広 君

５番 五十嵐 美 知 君

６番 北 市 勲 君

７番 御家瀬 遵 君

８番 伊 藤 新 一 君

９番 東 成 一 君

１０番 若 山 武 信 君

〇欠席議員 ０名

〇説 明 員

市 長 畠 山 渉 君

教育委員会教育長 高 橋 雅 明 君

監 査 委 員 目 黒 雅 晴 君

選挙管理委員会
壽 崎 光 吉 君

委 員 長

農業委員会会長 中 村 英 昭 君

副 市 長 永 川 郁 郎 君

総 務 課 長 若 狹 正 君

企 画 課 長 林 伸 樹 君

財 政 課 長 丸 山 貴 志 君

税 務 課 長 坂 本 和 彦 君

市 民 生 活 課 長 町 田 秀 一 君

社 会 福 祉 課 長 蒲 原 英 二 君

介護健康推進課長 千 葉 睦 君

商工労政観光課長 磯 貝 直 輝 君

順序 議席
番号 氏 名 件 名

５ ４ 鈴木 明広 １．市政執行方針につい

て

２．教育行政執行方針に

ついて

農 政 課 長 柳 町 隆 之 君

建 設 課 長 林 賢 治 君

上 下 水 道 課 長 亀 谷 貞 行 君

会 計 管 理 者 伊 藤 寿 雄 君

あかびら市立病院
井 上 英 智 君

事 務 長

教 育 学校教育
尾 堂 裕 之 君

委員会 課 長

社会教育
〃 野 呂 道 洋 君

課 長

監 査 事 務 局 長 中 西 智 彦 君

選挙管理委員会
若 狹 正 君

事 務 局 長

農 業 委 員 会
柳 町 隆 之 君

事 務 局 長

〇本会議事務従事者

議 会 事務局長 井 波 雅 彦 君

総務議事
〃 石 井 明 伸 君

担当主幹

総務議事
〃 笹 木 芳 恵 君

係 長
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（午前１０時００分 開 議）

〇議長（若山武信君） これより、本日の会議を開

きます。

〇議長（若山武信君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第85条の規定により、

議長において、２番安藤議員、５番五十嵐議員を指

名いたします。

〇議長（若山武信君） 日程第２ 諸般の報告であ

ります。

事務局長に報告させます。

〇議会事務局長（井波雅彦君） 報告いたします。

本日の議事日程につきましては、第３号のとおり

であります。

次に、議員の出欠席の状況ですが、本日は全員出

席であります。

以上で報告を終わります。

〇議長（若山武信君） 日程第３ 昨日に引き続き

令和３年度市政執行方針演説に対する一般質問を行

います。

順次発言を許します。

質問順序４、議席番号３番、木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 まず、東日本大震

災から10年を迎えました。改めて犠牲になられた方

々に哀悼の意を表するとともに、被災者の皆さんに

お見舞いを申し上げます。日本共産党は、被災者の

暮らしとなりわいを再建し、復興を成し遂げるまで

国民の皆さんと共に力を尽くす決意であります。３

月10日に日本共産党は、東日本大震災から10年を迎

えるに当たっての提言を政府に申し入れました。１

つ、期限を切った支援策に縮小、廃止をやめ、被災

者に寄り添い、暮らしとなりわいの再建への支援の

継続、強化を国に求める。２つ、原発推進のために

福島切り捨てる政治を変える。原発事故を収束し、

被災者の生活となりわい、壊された地域が再建され

るまで国と東電が支援と賠償の責任を果たすことを

求める。３つ、東日本大震災の教訓を生かす政治に

変える。住宅再建、被災者支援の抜本強化、災害関

連法の抜本改正をというものです。日本共産党は、

東日本大震災の教訓を胸に刻み、災害から国民の命

と暮らしを守るために全力を挙げてまいります。

そして、もう一つ、新型コロナウイルス感染症も

国内で感染が確認されてから１年余りが経過し、今

ようやくワクチン接種が始まる状況となりました。

日本共産党は、この２月にはワクチン接種と感染対

策の基本的取組を同時並行で行うことを提起しまし

た。ワクチンは、感染終息への有力な手段ですが、

感染予防効果や効果の持続期間、また変異株への有

効性など問題を多く抱えております。ワクチン頼み

になって感染対策の基本的な取組がおろそかになれ

ば、大きな失敗に陥る可能性があります。新規感染

者数の減少に伴い、検査数も減少している、検査の

キャパシティーに余裕がある今こそ検査によって感

染を抑え込むことが重要だと考えます。我が党がこ

の間一貫して求めてきたように、無症状感染者を含

めた検査の拡充、医療機関への減収補填、自粛と一

体の十分な補償、こういった感染対策の基本的取組

を同時並行でしっかり行うことが重要だと考えま

す。政府に対しては、この提起を真摯に受け止め、

地方自治体の社会的検査が進むよう財源の確保を要

望していきたいと考えております。

それでは、質問のほうに入ります。件名の１、市

政執行方針について、項目の１、コロナ対策につい

て、要旨の１です。昨年のコロナ対策については、

執行方針にもありましたように経済対策、生活支援、

感染防止対策などバランスよく、そして切れ目なく

行われたと思います。次年度に向けても今定例会初

日の補正予算で事業継続支援や感染拡大防止の施策

を計上し、繰越明許として備えていることも十分評

価されると思います。今後ワクチン接種が始まりま

すが、スケジュールはいまだ明確ではなく、先ほど

も言いましたが、変異株への効果など未知数の部分

もあり、いつ終息するか分からないというのが現状
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だと思います。医療逼迫やクラスターの発生を回避

するためにも、今申し上げたように社会的検査必要

だというふうに考えます。医療機関や高齢者施設へ

の社会的検査必要ではないかと考えますが、市長の

見解をお伺いします。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 医療機関や高齢者施設への社

会的検査が必要ではないかということでございます

けれども、新型コロナウイルス感染症の検査につき

ましては感染症法に基づく行政検査として北海道が

医師の判断において新型コロナウイルス感染症の患

者、当該感染症の無症状病原体保有者、疑似症患者、

かかっていると疑うに足りる正当な理由のある者、

これらを対象にＰＣＲ検査及び抗原検査を行ってい

るところであります。最近では、介護施設や医療機

関などで感染者が発生した場合、クラスター対策と

して幅広く行政検査が行われております。また、現

在では民間でのＰＣＲ検査も行われているように検

査体制も整備されてきているところであります。議

員がおっしゃられるように、医療機関、高齢者施設

等への社会的検査についてでございますが、症状の

有無にかかわらず定期的に行うＰＣＲ検査は行政検

査の対象にならず、任意で行う必要があります。当

市といたしましては、医療機関、高齢者施設等にお

ける社会的検査についてその必要性を否定するもの

ではございませんけれども、現段階では一律に直接

行政としてＰＣＲ検査に取り組むことは想定してお

りませんので、ご理解をいただければと思います。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 必要性は否定しな

いけれども、現段階では想定していないというふう

なお話だと思いますが、つまりは社会的検査という

のは行政検査と異なると、任意だから取り組まない

のだということになるのかなと思うのです。行政検

査というのは、感染疑いがあって初めて検査対象と

いうか、検査になるというふうに思います。つまり

は、感染多数地域やクラスターが発生した施設、あ

るいは緊急事態措置地域、そういったところになら

ないと行いませんということになるのかなと思いま

す。果たしてそれで高齢者施設の方々や医療機関、

そういったところで働く方々、あるいは入院されて

いる方、入所されている方を守れるのかということ

なのです。今は、面会制限などが行われているので、

入院長期にされている方とかはリスクはないのかな

というふうにも思いますが、新しく入所あるいは入

院される方は当然リスクもあるし、さらには職員の

方々というのは日々の生活があり、そこにずっとい

るわけではないので、外に出ることもあると、そう

なりますとその日々の生活の中でいつどこで今無症

状感染者の方々から感染するかは分かりません。そ

れを持ち込む可能性というのは、否定できないと思

うのです。施設で一旦感染者が出た場合、その方が

無症状だった場合は感染が広がってもクラスターに

なるまでは、症状が出る方がいるまでは分からない

ということになると思うのです。一たび高齢者施設

で感染者が広がり、クラスターが発生すれば、やは

り重症者あるいは死亡ということにも直結しかねま

せん。医療機関であれば、そこでクラスターが発生

すると地域医療の逼迫ということになり、市民、地

域住民の生命に関わる事態ともなりかねないと。

そこで、やはり社会的検査を定期的に行えば、や

らないことよりはやったほうが私はリスクが低減さ

れるというふうに考えますけれども、この考え方に

対しての市長の考えお伺いしたいと思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 医療機関、高齢者施設等で社

会的検査を定期的に行えばクラスターとなるリスク

は下がるのではないかということでございますけれ

ども、議員がおっしゃられるように定期的な検査を

することで無症状の方を含めましていち早く感染者

を発見することは一定の有効性はあるというふうに

考えております。しかしながら、検査をしてもその

後の安全を保証するというものではなく、繰り返し

検査を受け続ける必要があるというふうに考えられ

ますので、ご理解いただければと思います。

〇議長（若山武信君） 木村議員。
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〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 そうなのです。い

ち早く発見する有効性というのは本当にあると思う

ので、そこは認識していただいていると思うのだけ

れども、検査後、ではその次の日にかかったら分か

らないよねということで、定期的にというのがいま

いち踏み出せない理由なのかなというふうにお聞き

したわけですけれども、その間隔というのも自治体

によって今まちまちにやられていますけれども、２

月の時点でいいますと北海道では札幌市と函館市、

大阪府では寝屋川市、東京都では世田谷区などが市

区町村でも社会的検査に取り組んでいます。感染多

数地域ということも当然あると思いますけれども、

大きな費用があるにもかかわらず、しっかり取り組

んでいるということなのです。都道府県でいいます

と、18都府県で実施をしておりまして、地域を絞っ

て実施をしていると、11府県では今検討されている、

検討中ということなのです。残念ながら北海道は検

討もまだしていないという状況で報道されているか

と思いますが、こういったところにもしっかり要望

を上げていく必要もあるのかなというふうに思って

おります。冒頭申し上げましたけれども、感染者が

今少なくなっているからこそ検査の拡大の取組とい

うのが必要だということを申し上げました。昨年は、

これをやらなかったがために、夏場の新規感染者が

減ってきたときにこういうことを行わなかったため

に大きな第３波が起こってしまったのではないかと

言えると思うのです。

それで、空知管内で発生したクラスターというの

が報道にありましたけれども、昨年の５月から今年

の２月18日までで13件ありまして、感染者数、クラ

スターの中は179人、医療機関及び高齢者施設はこの

うち何件あるかというと４件なのだけれども、感染

者数はというと179人中109人なのです。実に６割が

医療機関あるいは高齢者施設のクラスターというこ

とになっているのです。一旦クラスターが発生して

しまうと、その規模が大きくなってしまうというこ

とが明らかなのではないかなというふうに思うので

す。一昨日道内初の変異株感染が報じられまして、

札幌市では12名、小樽で１名という報道だったと思

いますけれども、この12名は高齢者施設とかではな

いですけれども、クラスターだということも報じら

れております。これからは、この変異株に対しても

感染拡大防止一層注力していかなければならないと

いう時期でもありますので、社会的検査の必要性と

いうこと否定されないのであれば、検討ぐらいはし

ていくと、その期間は確かに２週間に１回とか、１

か月に１回とか、その自治体によって様々だと思い

ます。私もその次の日の保証がないということは否

定できません。それは分かっているのですけれども、

やっぱりやらないよりやるほうが明らかにリスクは

下がるというふうに思っておりますので、この辺の

検討を、仮にワクチンをこれから赤平市でも接種始

まっていきます。まだ今医療従事者だけれども、高

齢者が始まっていきますが、そういったときに医療

機関で仮にクラスターが起こってしまった場合、そ

うなるとワクチン接種にもかなりの影響が出てく

る、そういうことも考えてもう一度検討ぐらいはし

ていただきたいと思うのですけれども、お考えいか

がでしょうか。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 医療機関や高齢者施設等での

感染拡大を防止する取組でございますが、市民の安

心や医療の逼迫を防ぐためにも重要であるというふ

うに考えております。ワクチン接種に向けた関係機

関との協議の中で感染拡大防止に向けたさらなる取

組につきまして、どのようなニーズがあるのか、医

師会ですとか医療現場、福祉現場の方々のご意見伺

いながら検討してまいりたいと考えております。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 確かに医療機関の

方々や高齢者施設の方々のニーズというものも重要

かなと思います。市民の方とか施設の方の考えとい

うのは、非常に大事だと、尊重しなければいけない

と思いますけれども、今最後検討のほうはしていた

だけるということでしたので、いずれにしても医師

会であるとか、医療機関であるとか、福祉施設、高
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齢者施設の方々の意見を聞いて、やりたいけれども、

今これさっきもちょっと言いましたけれども、費用

の関係でなかなか踏み出せないというところもある

のかなと思っています。社会的検査、自主的検査に

なりますと国から２分の１で、あとは自治体という

ことが変わっておりませんので、そういうところも

影響しているのかなというのはありますし、もしそ

れが仮に公費で行っていただけるのであれば、医療

機関や高齢者施設の方々は検査をしたいという意見

も出てくるのかなと思いますので、まずはそういっ

た方々に意見交換というか、意見を聞くことをしっ

かりとやっていただきたいというふうに思います。

特に今回ワクチン接種を受けてもらっている医療機

関、３医療機関に関しては、ぜひ市長自らでもその

お話ししていただいて意見を聴取していただければ

と思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。

では、次の質問に移ります。項目の２、介護、福

祉等についてです。要旨の１です。高齢者支援の充

実について、介護予防や引き籠もり予防、認知症予

防などについての対策が執行方針では述べられてお

ります。コロナ禍の中で高齢者の運動教室や食事会

といったものが、今感染予防対策を行いながらでも

不安があるとして以前のようには取り組めていない

というのが実態です。令和元年９月議会において私、

加齢性難聴者への補聴器購入助成について質問した

際、単独事業となることから財政負担等も伴うので、

慎重に検討していくという答弁いただいておりまし

たけれども、今の引き籠もりがちになるコロナ禍で

認知症予防の観点からも補聴器の購入助成というの

が必要になってきているのではないかなというふう

に私考えるのですが、慎重な検討の結果どのような

ものなのか、市長にお伺いしたいと思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） コロナ禍における認知症予防

の観点からの補聴器購入助成についてでございます

が、難聴は高血圧や糖尿病、喫煙等と同じく認知症

の危険因子の一つとされております。また、コロナ

禍におきましては、地域サロンなども中止となりま

して人との交流が減るということで認知機能の低下

ですとか、異変の際に周囲の方が気づけないこと、

これらも心配しております。高齢者のコミュニケー

ションの確保と社会参加の促進を図ることで認知症

の予防にもつながりますことから、加齢性難聴者へ

の補聴器購入の助成の必要性は感じているところで

ございます。道内でも軽度、中程度難聴の高齢者の

補聴器購入費を助成している市町村もございますの

で、このようなことも参考にしながら検討してまい

りたいと考えております。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 必要性は感じてい

ただいていると、他市町村を参考に検討していただ

けるということでした。大変前向きに受け止めてい

ただいたと理解したいと思います。やっぱり社会参

加を促すことも必要ですし、認知症予防というのは

本当に周囲の気づきというのが極めて重要なのだと

いうふうに思うのです。それがコロナ禍で今なおさ

ら難しい、コミュニケーションが取れない状況にな

っていると。介護予防なんかもそうですけれども、

病院もそうでしょう。症状が進むと保険適用であっ

たり、施設があったりということがあります。さら

には、障がい者であれば障害者手帳が出てというこ

とあるのですけれども、その前にその前の段階、重

度にならない段階でいかに寄り添って手を差し伸べ

ていけるかというのが私は行政の役割だというふう

に思うのです。当然その後もそうですけれども、そ

ういった考えからするとやはりこういう事業という

のは大切なのだろうというふうに思います。令和３

年度に向けて第８期の赤平市高齢者保健福祉計画あ

るいは介護保険事業計画というのがありまして、そ

れに沿って認知症予防、今までもやっぱりやってき

ているのですけれども、なかなか周知ができないと

いうところ、頼ってもらえないというのですか、市

民の方々に理解してもらえない、頼ってもらえない、

そこを令和３年度力を入れていくということですの

で、ぜひそういったことで普及啓発に取り組まれる

中で加齢性難聴についても検討していただいて、ぜ
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ひそういうものにつなげていただければいいかなと

いうふうに思います。以前紹介もしましたけれども、

道内では北見市がやっています。そして、今十勝の

地方でも池田町とかが取り組まれている状況だとい

うふうに思います。高齢者ではありませんけれども、

例えば石狩市、札幌市、江別市、北広島市などでは

身体障害者手帳の交付とならない軽度、中等度の難

聴の子供、難聴児の保護者に対する助成というのも

行っているのです。つまりは、所得制限とかもいろ

いろあるのでしょうけれども、そういった低所得者

支援としても有効なのだろうというふうに思うの

で、制度設計の際にはそういったものもあるので、

幅広く参考にしていただいて、ぜひ早期に実現でき

るよう頑張っていただきたいということを申し上げ

たいと思います。

次の質問に移ります。要旨の２、障がい者支援の

充実についてです。手話の普及啓発ということが執

行方針に述べられております。環境整備と遠隔手話

サービスについてですけれども、継続をしていくと

いうことが述べられていたわけですが、通訳者の養

成というところは触れられていませんでした。既に

赤平市では、令和元年度から赤平手話の会の運営補

助金で手話通訳者養成講座の受講にも活用できると

いうようなことを継続してやってもらっています

し、奉仕員養成講座というのも継続をしてやってい

ただいているわけですけれども、残念ながら手話条

例制定後いまだ新しく手話通訳者が誕生していると

いうわけではないということなのです。もちろん手

話通訳者というのは統一試験というのをパスしなけ

ればなりませんので、簡単にはいかないわけですけ

れども、手話条例を空知管内でいち早く制定して取

り組んできた自治体として取組がこのままで十分な

のかというところを確認していきたいというふうに

思うのですけれども、手話通訳者というのはコロナ

禍の中でも当然病院などに一緒に行って通訳したり

するわけですが、聾者の方というのは手話だけでは

なくて表情であったり、口形、口の形を見てコミュ

ニケーションを取ります。そういうことから、手話

通訳の方はマスクをせずにフェースガードであった

り、フェースシールドですか、それとかマウスガー

ドとか、そういったもので通訳することというのが

すごく多いわけです。感染リスクというのがそれだ

け高くなりますし、そういったものも実際今の奉仕

員、通訳者の方々というのは恐らく実費でやってい

るというのが現状でもあるのです。そういったこと

も含めて手話通訳者の方々の現状と環境、あるいは

待遇などについて今市長どのような認識なのかをお

伺いしたいというふうに思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 手話通訳についてでございま

すが、手話通訳者の養成につきましてはおっしゃら

れるとおり令和元年度から手話通訳者養成の支援と

して補助金を交付しております。今年度につきまし

ては、残念ながら養成講座を受講する方はおりませ

んでしたけれども、来年度におきまして受講予定の

方が１名いるというふうに聞いておりますので、こ

の補助金を最大限有効活用して頑張っていただけれ

ばと思います。

次に、手話通訳の現状でございますけれども、赤

平市においては現状19名の登録手話奉仕員がおりま

して、１名の手話通訳者が市の社会福祉課の会計年

度任用職員として手話通訳を兼務し、聴覚障がい者

等の対応を行っております。また、手話奉仕員養成

講座の講師や各種イベントにおける手話通訳につい

ては、市の手話通訳者のほかに北海道ろうあ連盟に

講師依頼をしたり、手話奉仕員派遣事業により奉仕

員派遣を依頼し、対応しております。手話通訳者は、

知識と経験を要する専門職でございまして、聴覚障

がい者と健聴者をつなぐかけ橋のような存在であり

ますが、手話通訳だけでは生計を立てることが難し

いということもございまして全国的に成り手が不足

しているというのが現状であります。市といたしま

しても、一人でも多くの手話通訳者が育っていただ

けるよう補助等を継続してまいります。また、今後

におきましては、手話通訳者が安心して業務を遂行

できるようコロナ禍における感染対策やその他の必
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要経費など検討してまいりたいと考えております。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 まず、受講予定者

が１名いるということは大変喜ばしいことだなと思

うので、しっかりと頑張ってきていただきたいなと

いうふうに思います。手話通訳者の方、今１名会計

年度任用職員でおられて、その方が兼務だというこ

となのですけれども、さらには先ほど成り手の問題

まで認識をしていただいているということでした

が、通訳だけでは本当に生計が成り立たないという

のが今の現状です。これは、本当に自治体でなかな

か難しいのもありますし、国にしっかり要望してい

く案件ではあるのかなと思いますけれども、それで

もそうやって雇用していただいて市民のために通訳

をしていただくということも必要なのかなと。昨年

来新型コロナウイルス感染症の拡大によって、本当

にテレビなどでも首相や都道府県知事の会見という

のがすごく多く見られて、必ず手話通訳の方がちょ

っと後ろのほうに立っておりまして、見る機会とい

うのも増えたなと思うのですけれども、ああいう方

たちというのは大部分、ほとんどの方が手話通訳士

という方で、手話通訳者になってもまだしもなので

すけれども、今答弁にあったように赤平市では奉仕

員の方も手話通訳の派遣に行っているのですけれど

も、奉仕員の方とかになりますとあれぐらいのレベ

ルになってくると非常にまだまだ難しいというのが

問題があります。高レベルの通訳というのは、非常

に難しいと。通訳者を育てていく必要性というのは、

やっぱりそういうところで感じるのかなというふう

に思っております。通訳者育つように支援を継続し

ていくということを言っていただいているので、そ

このところは引き続きしっかりとお願いしたい、よ

ろしくお願いしたいというふうに思います。

また、遠隔手話サービスというものが今あります

けれども、これもあくまで補完的な要素が強いとい

うふうに思います。やっぱりコミュニケーションに

なりますので、遠隔手話サービスで足りる場合と足

りない場合というのはどうしても出てくるのが現状

だと思うのです。ですから、最初にも言いましたけ

れども、会計年度職員の方１名兼務で雇用されてい

るというか、配置されているのですけれども、その

状況についても私は今後への懸念というのは払拭で

きないのかなと考えておりますので、ぜひそういっ

た対応も検討を加えていただきたいというふうに思

います。

さらに加えてなのですが、手話がやっぱり目指す

ためには手話のことを知らなければならない、興味

を持たなければなりませんので、市民の身近なもの

になるように今までも取組されておりますけれど

も、市民の手話への関心もっと高めていただく取組

ということも併せて拡充していっていただきたいと

いうふうに思いますので、ぜひよろしくお願いした

いと、ここは要望したいというふうに思います。

次の質問に移ります。要旨の３です。地域福祉の

充実として、除雪費の助成事業について述べられて

おります。この冬から生活保護世帯にも対象を拡大

しておりますが、利用状況というのはどういうもの

だったのでしょうか。利用状況を踏まえた上で令和

３年度も同じ枠組みでいくのかどうかというのが決

まると思いますが、そこをどうなのか確認したとい

うふうに思います。コロナ禍によって生活保護申請

というのは多くなっていませんよということは、昨

年の９月議会で確認しましたが、現状どうなってい

るのか伺いたいということで私通告しておりました

が、図らずも定例会初日の補正予算で増えていない

という答弁をお聞きしましたので、ここでは併せて

相談件数なども含めて現状どうなっているのかとい

うことをお伺いしたいというふうに思っておりま

す。除雪費助成事業の利用状況、保護世帯の利用状

況、それに併せて生活困窮などの相談状況をお伺い

したいと思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 高齢者世帯等除雪費助成事業

に関してでございますが、令和２年度の申請件数に

つきましては現在のところ321件で、そのうち該当

310件、非該当11件となっております。また、令和２
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年度より実施要綱において助成対象世帯の中で生活

保護法による被保護世帯は助成対象世帯としないと

いう項目を削り、助成対象としたところであります。

生活保護世帯の利用状況につきましては、申請７件、

該当６件、非該当１件となっており、今後につきま

しても助成対象者に含め、適切な援助を行ってまい

ります。

次に、新型コロナウイルス感染症により失業等に

よって生活困窮に陥っての生活保護の相談及び申請

につきましては、現在のところ一件もございません

が、まだ終息が見えない現状で今後市民生活におい

て厳しい状況となることも考えられますので、ご相

談がある方はためらわずに相談していただければと

思います。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 全体で310件、保護

世帯の利用も６件あったということです。拡充した

ことについても一定の効果があったのかなというふ

うに理解できます。特にこの冬、雪多かったので、

大変助かった方多かったのではないかというふうに

思います。今後も助成対象者として適切に支援をし

ていくということですので、確認ができました。し

っかりと取り組んでいただきたいというふうに思い

ます。

コロナ禍においての生活困窮の相談も一件もない

ということでしたので、安心しましたが、ためらわ

ずに相談していただきたいと言っていただいたとお

り、私も本当にそう思います。市民の方々にはため

らわずに相談のほう、困ったときは相談していただ

きたいというふうに思います。

そこで、ホームページ見ますと、除雪費助成のと

ころなのですが、除雪依頼をするのは申請者個人で

行うように書かれていますけれども、これによって

例えば頼むところが分からなくて申請をためらうケ

ースというのが今現在ないのかどうか確認したいと

思うのですけれども、いかがでしょうか。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 高齢者世帯等除雪費助成事業

につきましては、赤平市社会福祉協議会に委託して

行っております。ホームページの中で業者や個人へ

の除雪の依頼は申請者個人で行ってくださいとあり

ますけれども、この事業についてはおおむね皆さん

もご理解していただいているというふうに思いま

す。申請時に依頼先が分からないという問合せもご

ざいますけれども、社会福祉協議会において十分な

説明を行い、丁寧に対応していただいておりますの

で、申請をためらうケースはないものと考えており

ます。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 依頼先分からない

という問合せあることはあると、ただ社会福祉協議

会が十分な説明しているので、現状ためらうという

ケースは確認されていないということで確認いたし

ました。もしそういうケースがあるとすれば、ホー

ムページ上なんかも少し表記改める必要あるかと思

いましたけれども、問題ないのだなということで理

解したいというふうに思います。しっかりと除雪費

の取組も続けていただきたいというふうに思いま

す。

次の質問に移ります。項目の３、商工業振興につ

いてと観光について、要旨の１です。工業振興につ

いて、新型コロナウイルス感染症拡大による影響、

特に観光産業や製造業への影響が深刻化している

と、それで対策を進めていくということが述べられ

ておりました。ここで述べられている雇用確保対策

や生産活動支援については、一定理解したいと思う

のですけれども、昨年の９月議会で私はいわゆる対

症療法的な支援金とかばかりではなく、これも重要

ですけれども、それだけではなくて事業継続と雇用

の確保ができるような原因的療法、そういった支援

策をしっかり検討してほしいということ要望したと

思うのです。その部分については、執行方針でいう

とチャレンジ・アレンジ産業振興奨励金の継続とい

うことが述べられておりますけれども、若干不十分

さがあるのかなと、継続が多くて不十分さあるのか

なと感じますが、認識をまずお伺いしたいというふ
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うに思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 工業の振興についてでござい

ますが、政府は１都３県の緊急事態宣言を延長し、

同時に観光支援事業であるＧｏ Ｔｏ トラベルの

停止も延長される見通しとなり、特に飲食、宿泊、

観光関連産業など新型コロナウイルス感染症の影響

が大きく心配されるところであります。当市の製造

業等の状況につきましては、雇用調整助成金の拡充

措置についての報道もありましたので、産企協を中

心にお話をお聞きしたところ、生産調整のため休業

されており、厳しい企業もある一方、回復の兆しが

見えており、現在は雇用調整助成金を受けていない

という企業もございましたが、いずれにいたしまし

てもコロナ以前に戻るには大変厳しい状況であると

感じております。当市では、これまでも企業の存続

のため要望のあった中小企業等事業継続支援金に加

えて第二弾と同時に雇用者加算を実施し、企業の継

続を支援してまいりました。国では、ウィズコロナ

時代の経済社会の変化に対応するため、新分野への

事業展開や業務転換などを行う事業者に対し、設備

投資を支援する事業再構築補助金を新設するとして

おりまして、当市といたしましても企業の新たな取

組に対する支援を検討してまいりたいと考えており

ます。今後どのように仕事を生み出していくか、い

かに雇用を確保するかということでございますが、

新たなものを製造する、新たな販路を拡大するとい

うのはなかなか難しく、各企業でも苦慮されている

ことと思います。経済回復の見通しがつかない状況

でございますが、当市としても企業の状況を把握す

るとともに、国の支援策等について情報収集を行い、

コロナ禍に対応した企業の新たな事業活動に対する

今後の協力体制や市独自の支援策を検討してまいり

たいと思います。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 回復の兆しがある

一方で、厳しい企業もやっぱりあるのだということ

だと思うのです。新たな取組については支援してい

く考えだけれども、新たなものの製造だったり、新

たな販路であったりを生み出すこと自体企業側もな

かなか苦慮しているという、それは現状としてある

のかなと分かります。状況把握して市独自の支援策

は検討していくということですので、しっかりやっ

ていただきたいのですが、確かにこの部分について

は行政主導でやっていけるかというと、なかなか本

当に難しいのは私も理解はしております。ただ、企

業側がこういうことをやりたいということを促すた

めにもそういう支援というのはしっかりとしていっ

ていただきたいというふうに思います。いまだに厳

しい企業があるというところは、極めて重要であり

まして、やっぱり観光関連産業だと私思うのですけ

れども、全国的に、あるいは世界的に人の動きとい

うのができるようにならないとなかなか戻っていく

のが難しい局面続いていくのだろうなと考えており

ます。何とか事業継続であったり、雇用確保をして

いただけるように、そういったところ本当に引き続

き意見交換、要望聞いたりして支援策の検討を随時

行っていっていただきたいなというふうに思いま

す。はい、分かりました。

では、次の質問に移ります。要旨の２、商業振興

について、イベント等の中止により商店街の現状と

いうのは非常に厳しいというふうに述べられており

ました。飲食業等の支援については、何回も言って

いますけれども、基礎自治体としては本当に素早く

積極的に行ってきていると評価されていると思いま

すし、市内事業者からも感謝の声が聞かれます。し

かし、令和３年度のイベントについても実施できる

かどうかというのは、今予断を許さないという状況

だと思いますので、イベントが中止になった場合、

その影響について即応的に何か対策をする、そうい

った考えがあるのかお伺いしたいと思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） イベント中止の対策について

でございますが、コロナ禍におけるイベントにつき

ましてはソーシャルディスタンスの確保、３密の回

避、飲食エリア以外での飲食制限や過度な飲酒の自
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粛、参加者の行動管理など開催に向けては様々な角

度から対策を講じていかなければなりませんが、全

国的に見てもなかなかイベント開催に向けての見通

しがつかないのが現状であります。実施するに当た

りましては、北海道の警戒ステージやガイドライン、

感染状況も踏まえながら、参加者や関係者の安全と

感染対策を第一に考えていかなければなりません。

当市の大きなイベントである火まつりや産業フェス

ティバルにつきましては、実行委員会で事前のＰＲ

や感染対策に係る費用など、また中止となった場合

に実行委員会等に余計な負担がかからないよう日程

を調整して開催の有無を検討してまいります。イベ

ントが中止となった際の即応的な対策につきまして

は、具体策を検討している段階ではございませんが、

火まつりや産業フェスティバルで特に影響が大きい

のは広場や会場に出店されている飲食店や案内看

板、ステージ等の音響関係など会場設備に係る部分

が考えられます。これまで市の独自支援策といたし

まして、中小企業等継続支援金の中で影響のあった

業種について支援してまいりましたが、今後も感染

状況等見ながら支援の内容について検討してまいり

たいと考えております。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 即応的な対応とい

うのは、具体的にはまだないということでした。し

かし、特に影響の大きい業種というのを把握されて

いるということでしたので、ぜひそういったところ

に対して何ができるかということは考えていってい

ただきたいのです。設備関係のことを今述べられま

した。そういうところは、なかなか損失補填的な考

え方になってしまうのかなと、それ以外何があるの

かなと私も思いつきませんけれども、それが果たし

て市民理解得られるかどうかということも含めて考

えていかなければならないのかなと。逆に、飲食店

などのほうに関して言いますと、昨年来テークアウ

トキャンペーンとか考えてやっていただいていると

思うのですが、そういうような協力体制というのも

また考えれるのかなというふうに思います。いずれ

にしても、継続支援金があるから、イベント経費、

できれば開催したいのは私も同じですけれども、中

止の場合は減額補正で基金に戻すというやり方でい

いのか、さらには何かできることがあるのかという

ところはしっかりと議論の中で続けて検討していっ

ていただきたいなというふうに思うのです。今後継

続支援金が続けて行っていけるかどうかは、現段階

では分かっていないので、イベントというのは本当

に一年通して比較的大きな収入が得られるものだと

いうふうに考えるので、やはり大きな影響というの

があるのだろうと思いますから、期待も大きいので

はないかというふうに思います。ぜひ答弁にあった

ように、支援内容をしっかりと今後検討していって

いただきたいというふうに思います。

次の質問に移ります。要旨の３です。観光ＰＲ活

動の充実について、情報発信基地ＡＫＡＢＩＲＡベ

ースが７年目を迎え、来場者も年々増えており、野

菜販売も定着してきたということが述べられており

ます。また、仏花ですとかホットレッグなども多く

の方に好評だということが述べられておりました。

積極的に進めていくという印象を私受けましたが、

昨年の執行方針のときに商品の内容や農業者の関わ

り、店舗運営方法など将来的な方向性、これをしっ

かり検討していくということで締めくくられていた

と思います。私もこの件は度々質問のほうで取り上

げてきましたが、このたびの執行方針では明確な店

舗運営方法など、あるいは将来的な方向性について

の言及というのはないと思いますので、これらの部

分の検討結果どのようになっているのか、また市長

はどのように考えているのかお伺いしたいと思いま

す。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） ＡＫＡＢＩＲＡベースについ

てでございますが、昨年は新型コロナウイルス感染

症拡大の影響により４月から５月にかけて休業とな

り、さらに緊急事態宣言による外出の制限等で人の

往来が少ない状況が続いておりましたが、人気テレ

ビ番組の企画が赤平市において撮影されたこともご
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ざいまして、令和３年２月末現在４万3,000人の来場

者となり、ベース全体の売上げは昨年比で約５割増

となっているところであります。また、農家の新鮮

野菜の販売については、Ａコープあかびら店閉店後

の野菜売場の受皿として登録農家も増え、地産地消

の場の一つとなっております。特産品の販売につき

ましてもホットレッグのほか、トマトカレーパンや

トマトスープカレーも好評であり、コロナ禍であり

ながら当初の予定よりも順調な売行きとなっており

ます。現在定期的にベーススタッフと協議をしなが

ら、アイデアを出し合い、毎月のイベントや店内レ

イアウトなど工夫しております。季節に応じた特産

品をＰＲするタペストリーの設置や閑散期の冬に期

間限定のストロベリーサンデーやレッグバーガーセ

ットなどアイデア商品をチラシやホームページでＰ

Ｒし、コロナ禍ではありますが、多くの方にご来場

いただき、赤平産のものを知っていただくことがで

きました。今後の運営や方向性については、内部で

検討した結果、結論には至っておりませんけれども、

観光情報はもとより、地元商店や製造業、農産物な

ど赤平の魅力発信と費用負担の軽減や施設の効率性

を考慮し、適切な営業期間の運用などを特産品推進

協議会と協議しながら、どのような情報発信ができ

るのか引き続き検討してまいりますので、ご理解い

ただければと思います。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 コロナの影響あり

ましたけれども、テレビ番組などで回復したという

ような感じだと思うのです。そのほかにもスタッフ

さんといろいろ工夫もしながら、商品なんか期間限

定でやっているという内容だったかなと思います

が、今後の運営や方向性というところなのですけれ

ども、内部検討の結果というのは結論には至ってい

ないということでしたので、ちょっと残念な答弁だ

なというふうには思っております。がしかし、費用

負担であるとか、効率性であるとか、営業期間とか

の議論まで進んだというところは一定理解したいと

いうふうにも思います。令和３年度については、そ

ういった内容でいくということで理解したいなとい

うふうに思うのですが、なかなかこの議論に結論が

出ない背景というのでしょうか、やはり私はスター

トの時点にあったのかなというのは正直感じており

ます。ただ、この時点にはもう戻りようがないので、

引き続きここの部分はしっかりと検討を重ねていっ

ていただきたいとしか言えないのだろうと思うので

す。この事業なのですけれども、フルコストで比較

検討であるとか、住民理解を得る将来性とか、そこ

にはちょっと説明が乏しいかなというふうに、市長、

私はそう思うのです。つまりは、税金の使い方とし

て納得が得られるかというところなのですけれど

も、他方特産品を扱ってくれる団体ができて、そこ

にお願いをしていて売る場所がないという話にもな

ってはいけないと思いますので、タイミング的には

特産品販売する場所の確保というのは十分理解をし

ていかなければならないのかなというふうには思い

ます。何度も言いますけれども、運営方法というか、

委託の在り方、その部分については今回答えがない

ので、これ以上進みませんけれども、ずっと指摘を

している部分はそこに尽きますので、ぜひ今後検討

をしっかりしていただいて、さらには十分な説明と

いうのをやっていっていただきたいなというふう

に、今年度のことは理解したいというふうに考えま

す。

次の質問に移ります。要旨の４、広域的観光ルー

トの推進についてですけれども、今年度の執行方針

とほぼ同様の内容で、日本遺産に認定された炭鉄港

においては炭鉄港推進協議会を中心に連携し、地域

資源の有効活用を図り、広域的観光ルートの創出に

取り組んでいくというふうに述べられております。

昨年は、新型コロナウイルス感染症拡大により、私

質問の時間多くをコロナに費やしていた部分ありま

すけれども、改めて立坑やぐらの保存ですとか、炭

鉱遺産公園整備に関して質問を行いたいというふう

に思うのですけれども、令和元年度の12月議会で市

長の認識を伺ったときに、市長答弁では公園整備に

よる多額な費用をかけることは難しいと考えてい
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る、また財政状況、有利な財源ということは考慮す

るが、交付金ありきではないという考えを伺いまし

た。今もこの考えに変わりがないのかお伺いしたい

と思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 広域的観光ルートの推進につ

いてでございますが、日本遺産に認定されました炭

鉄港につきましては炭鉄港推進協議会を中心に各市

町と連携を図り、また国の補助金も活用しながら様

々な取組を行っており、令和３年度におきましても

引き続きガイド養成事業や新たな炭鉄港カード作成

に伴うスタンプラリーを行うとともに、新たにツア

ーコンテンツ造成事業やポータルサイトの構築を行

い、炭鉄港のＰＲと交流の促進に努めてまいります。

炭鉱遺産公園整備についてという質問でございま

すが、旧住友赤平炭鉱立坑やぐらなどの炭鉱遺産を

構成文化財とする炭鉄港が文化庁の日本遺産に認定

され、既に炭鉱遺産ガイダンス施設も完成しており、

多くの観光客や教育旅行団体等が訪れていることか

ら、関係人口という観点からも既存施設を有効に活

用してまいりたいと思います。炭鉱遺産公園整備に

ついてでございますが、多額の費用がかかるため現

状では難しいと考えており、私といたしましても考

え方に変わりはございませんので、ご理解いただけ

ればと思います。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 炭鉱遺産公園整備

については、考え方は変わっていないということは

確認取れました。炭鉄港が日本遺産に認定されたこ

とで、いわゆる構成文化財の周りを開発するという

ことにも私は逆に制約等もかかってくるのではない

かと思いますので、一定理解したいというふうに思

いますが、私は将来的な負担も考えれば公園整備と

いうのは断念していただきたいということをずっと

申し上げてきました。重ねてこのことは申し上げた

いと思います。他方、関係人口という観点からも今

ある施設を有効活用していくということは、ここに

ついては私も一定の理解をしております。ガイダン

ス施設についても運営方法を考えてしっかりと有効

活用するということになっていくのだろうと思うの

です。残る課題は、立坑やぐらということになるの

かなと。日本遺産構成文化財となったので、なかな

かもう取壊しという選択肢は現状あり得ないという

ふうに考えます。安全確保というのは、やっぱり人

を呼んで見てもらうわけですから、していかなけれ

ばなりません。そうなると、先ほどもちょっと言い

ましたけれども、畠山市長にフルコストでの比較と

将来的観測、そういったところからはなかなか難し

い判断になってくるのではないかと思うのです。平

成29年６月議会において私、見守り保存についてと

住民理解について議論したことありますが、福岡県

の糟屋郡志免町のようにならないのかというやり取

りをそのときしたのです。そのときの議論の核心部

分は、住民理解ということなのです。そのことを踏

まえて改めて市長という立場で今住民理解、あるい

は見守り保存、大規模改修といったことに関してな

のですけれども、考えがどうなのかお伺いしたいと

思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 立坑やぐらの保存についてと

いうことでございますが、公園整備につきましては

先ほども申し上げましたが、多額の費用が予測され

るため現状では難しいと考えているところでありま

す。炭鉄港が日本遺産に認定され、炭鉱遺産ガイダ

ンス施設もオープンし、来場者も増加傾向にあるこ

とから、今ある施設を有効に活用し、交流人口や関

係人口の増加に努めてまいりたいと思います。

そこで、議員ご質問の立坑やぐらの保存につきま

しては、ガイドつき立坑内見学は好評でございます

が、施設内の老朽化が進んでいることから、安全確

保に係る修繕というのは必要であるというふうに思

っております。しかしながら、令和元年６月議会に

おきましても私のほうから、市民説明会では重要文

化財に指定された場合の多額の事業費に対し心配す

る声が多かったというふうに思います。文化庁等か

らの重要文化財に指定の内諾があった場合は、私の
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公約にありますとおりその事業費について情報公開

をしてまいりますが、多額の事業費が予想されるこ

とから、住民の理解と合意は現時点では得られない

と思いますし、このようなことから申請書の提出は

難しいと考えております。このように答弁させてい

ただいております。私といたしましては、この考え

は今も変わっておらず、住民の理解を得ることは難

しいものと考えております。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 以前の重要文化財

に指定された場合ということの答弁のときと変わっ

ていないと、情報公開もしっかりしていくという内

容だったのかなというふうに思うのですけれども、

一定安心をしたというか、私の志免町の先ほど言っ

たときの議論というのは、志免町では見守り保存の

方向だったにもかかわらず、文化財なり大規模改修

をしなければならないといったときに説明が十分さ

れていなかったがために住民理解が得られなかった

という内容だったので、情報公開をしっかりしてい

くということなので、そういうトラブルはないのか

なというふうにも感じますが、大規模改修のほうは

今のニュアンスですと行わないというふうに一応受

け取りました、断言はされていませんが。今後もそ

ういったこと含め、市民の方々にしっかりと丁寧に

説明をしていく、あるいは方向性を示していくとい

うこと重要だと思いますので、ぜひしっかりやって

いっていただきたい。私は、見守り保存かなという

ふうに思っておりますけれども、よろしくお願いし

たいと思います。

次の質問に移ります。項目の４、触れ合いと交流

をつくる協働のまちについて、要旨の１です。市民

と共に協働のまちづくりを進めていくためには、よ

り多くの市民の声を聞くことは不可欠だとして市民

アンケートの継続をしていくこと、そして意見、要

望を的確に把握し、広報することで情報の共有化を

図っていくということが述べられております。広聴

の部分の考え方は理解できるのです、アンケートを

することに関して。ただ、広報の部分について情報

共有だけではなく、意見、要望から今度施策への具

現化、施策への転換、そういった結果が私は求めら

れてくるのではないのかなというふうに思っており

ます。例えば商業振興、公共交通、昨日から議論あ

りますけれども、満足度が下がってきたと、重要課

題となっていると。公共交通については、一定の前

進見られると、来年度、思いますけれども、商業振

興どうなるのだろうといったことなのです。市民の

方々は、自分たちの満足度がどうなのかなというこ

とを知りたいのではなくて、それがどのように改善

されていくかということに期待をしているのだと思

います。任期４年間でこれにどれだけ応えられるか

ということがアンケートの意味なのかなと、それが

市長の評価そのものになってくるのだろうと思うの

ですけれども、この点についての考え方をお伺いし

たいと思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 市民アンケートについてでご

ざいますが、私が市長に就任して以来これまで２回

実施してまいりました。重要度、満足度、そこから

得られた結果を基に改善度として統計的に集計した

結果が１位、商業振興、２位、地域医療、３位、公

共交通と２回とも同じ結果になったところであり、

この結果につきましては重く受け止めているところ

であります。公共交通につきましては、令和２年度

に行いました市民アンケートに合わせてテーマを絞

り、公共交通に特化したアンケートも実施し、公共

交通の在り方についてある一定の方向性を見いだし

たところであります。商業振興につきましては、高

齢化や後継者不足、空き店舗対策など様々な課題も

あり、さらに令和２年度は新型コロナウイルス感染

症の影響により商業を含め、あらゆる経済活動に大

打撃を与えており、市としてもできる限りの支援を

させていただいております。そのような状況の中で

も令和２年度におきまして起業支援補助金や店舗整

備魅力向上補助金を活用いただき、空き店舗を活用

した新たな起業もあったところであります。市民ア

ンケート等でいただいたご意見、ご要望等、市全般
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にわたる住民の意向を把握し、検証した上で各施策

に結びつけていくということが大事であります。そ

の上でどのように具現化したのか、改善されるのか

ということが議員の言われるとおり期待を寄せられ

ているところでありますので、その部分につきまし

てもしっかりと市民の皆様にお伝えしてまいりたい

と思います。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 伝えていくという

ことで、残り任期２年間、折り返しとなって本当に

結果が問われてくるというふうに思いますので、私

畠山市政の福祉の面での着実な前進というものは評

価されるのだろうというふうに思っております。た

だ、アンケート結果ではそれほど目を引かないとい

いますか、そういうのも残念ながら事実かなと思う

のです。商業振興が進まない、公共交通の確保が進

まないというところがやっぱり目立って、結果とし

て市政停滞していると捉えられがちなのだろうとい

うふうに思うのです。結果としては、そうなるのか

なと。なので、令和３年度において、先ほど言いま

したけれども、公共交通少し進むことになると思い

ますので、残る商業振興に対しても最重要課題とし

て２年間で一定の前進、結果というものを残せるよ

うにやっていただきたいなというふうに思うので

す。コロナ禍で新しいライフスタイルになったこと

でテークアウトキャンペーンであるとか、様々なキ

ャンペーンなんかもやっているし、さっきもあった

ようにできる限りの支援というのをやっておりま

す。そういうことをもっともっと加速させて市民の

満足度が上がるような施策が出せるように引き続き

担当課、あるいは関係団体、事業者さんと連携をし

てしっかり取り組んでいっていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。

次の質問に移ります。件名の２です。教育行政執

行方針について、項目の１、学校教育の推進につい

ての要旨の１です。学びの充実について、学習意欲

が欠かせないということから、漢字検定及び英語検

定への支援は希望制を中心に据えて拡充するととも

に、授業以外の学習機会を増やす公設塾を継続し、

やる気のある子供たちを支えていくというふうに述

べられております。私、昨年の３月議会で英検や漢

検について悉皆式に行われているけれどもというこ

と指摘しましたが、希望制の支援というのは向上心

の高まりがあってのことだと思いますけれども、検

定そのものがプレッシャーになる児童生徒というと

ころを指摘したと思うのです。その点においては、

この言い回しも含めて若干誤解を生むのかなと思う

のですけれども、この点についての考えお伺いした

いと思います。

〇議長（若山武信君） 教育長。

〇教育長（高橋雅明君） 授業の改善及び家庭学習

の改善は、学びの充実を支える要となるもので、各

学校においては実態に応じて授業力の向上、家庭学

習習慣の改善を進めております。学力向上対策、施

策として開始いたしました漢字検定、英語検定及び

公設塾につきましては、教育課程外、いわゆる授業

外で実施されるものであり、家庭学習習慣の改善を

進める点における学習意欲の向上やそのきっかけと

なるものとの認識から、自ら学ぶ意識がより強い児

童生徒をイメージいたしまして、やる気のある子と

表現したところであります。言い換えますと、漢字

検定や英語検定を受験しない、または公設塾に通っ

ていない児童生徒はやる気のない子というわけでは

なく、授業の復習、予習など家庭学習をしっかりや

る児童生徒は当然ながら学習意欲があるいわゆるや

る気のある子であり、また家庭学習習慣の定着は学

びの充実の目指すところでもあります。

なお、漢字検定及び英語検定は、昨年までは小学

校５年生及び中学校２年生は市が全額費用負担の悉

皆方式、そのほかの学年は費用は自己負担の希望制

で実施しておりましたが、本年度以降は全学年希望

制で受験費用は半額補助に改めることとし、令和３

年度は移行期間でもあることから、令和３年度に限

り小学校５年生及び中学校２年生の受験費用は全額

補助するものとしたところであります。

いずれにいたしましても、学校現場と連携しなが
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ら全ての児童生徒の学習意欲の向上、家庭学習習慣

の改善に努めてまいりたいと考えております。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 表現については、

今の答弁で十分理解できました。市民の方々が誤解

されないように、できるのであればホームページと

か広報に載る際には若干補足されるのも必要かなと

思うというか、やったらいいのかなと思うので、そ

こは言わせていただきたいと。

各種検定のほうですけれども、悉皆式から希望制

としていただいたようで大変ありがたいなと思いま

す。検定の試験の在り方に沿う形になったと思いま

すし、児童生徒への配慮ともなると、さらに言えば

授業外のものですから、教職員の負担も幾分軽くな

るのかな、少なくなるのかなというふうに考えます。

早い対応を大変ありがたいなと思います。感謝申し

上げたいと。

そういいながらも、改めて希望される生徒児童が

増えていくことを望みたいなというふうに思いま

す。そのためにもやっぱり一番大事なところは、最

後に述べられました全ての児童生徒の学習意欲の向

上、こういうところをしっかりと現場と連携して取

り組んでいただきたいというふうに思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。

最後の質問です。要旨の２です。信頼される学校

づくりと地域連携の充実について、コミュニティ・

スクールのことが述べられております。地域住民の

できることを資料として整理し、人材バンクとして

整備を進めると。具体的に地域住民のできることは

どのようなことで、学校からの支援要請に応える流

れを整えるとはどういうことを指すのかお伺いした

いと思います。

〇議長（若山武信君） 教育長。

〇教育長（高橋雅明君） 赤平市学校運営協議会で

は、地域、保護者及び学校関係者に委員として参加

していただき、学校が地域に求める支援を具体化を

図るための協議を進めてまいりました。協議会で出

された学校が地域に要請する支援といたしまして

は、新型コロナウイルス感染症予防対策としての消

毒作業の補助、運動会など行事に合わせてのグラウ

ンドの除草作業、スキー授業や育成会行事などでの

指導、地域ぐるみでの見守り、挨拶運動などがあり

ましたが、こうした支援を実現し、継続するために

は地域と学校が連携、協働する組織的な動きが必要

となります。令和２年度は、学校運営協議会の協議

と並行し、市内の団体、サークルに地域と学校の連

携、協働が必要であることを訴え、学校への協力が

可能な団体及びその内容を一覧にした地域人材リス

トを作成したところであります。令和３年度は、学

校運営協議会で学校と地域を結びつけるコーディネ

ートの役割を担う社会教育関係者とも連携を図りな

がら、地域人材リストの中でどのような支援が活用

できるかを継続協議してまいりたいと考えておりま

す。

〇議長（若山武信君） 木村議員。

〇３番（木村恵君） 〔登壇〕 しっかり取り組ん

でいただきたいと思います。

終わります。

〇議長（若山武信君） 暫時休憩といたします。

（午前１１時０９分 休 憩）

（午前１１時２０分 再 開）

〇議長（若山武信君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。

質問順序５、議席番号４番、鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 通告に基づきま

して、一般質問させていただきます。ご答弁のほど

よろしくお願いいたします。

まず、件名の１、市政執行方針についてで、項目

の１、健康づくりの推進についてです。要旨として

１番は、主に禁煙対策となります。まず、質問です

けれども、道内の男女計の喫煙率というのはここ数

年来全国一であり、2019年も22.6％と全国一であり

ます。たばこの煙には、約4,000種類以上の化学物質

が含まれており、そのうち約200種類以上が毒物、約

60種類は発がん性物質であります。３大有害物質で
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ありますニコチン、タール、一酸化炭素の成分によ

り様々ながんを発症するリスクが高進します。肺が

んによる死亡の危険性は、ノンスモーカーの約4.5

倍、咽頭がんは約32.5倍になるという研究もありま

す。がん以外では、症状が死ぬよりつらいと言われ

ます肺の細胞を破壊するＣＯＰＤ、俗称たばこ病と

いうのがあります。心臓や血管系においては、動脈

硬化の進行、心臓は狭心症や心筋梗塞といった命に

関わる病気につながります。国立がん研究センター

は、科学的根拠に基づきまして禁煙等の予防法を挙

げているところであります。2018年８月に厚生労働

省は、たばこの社会的損害研究を行いまして、2015

年度の医療費や介護、火災などのたばこの損失を合

算いたしますと、その額は推計で２兆500億円とはじ

き出しました。主な内訳としては、病気に係る医療

費が１兆6,900億円、これらの病気が起因となる介護

費が2,600億円、たばこによる火災などの関連費が

1,000億円でありました。医療費の中でもがんの治療

費が5,000億円超になっております。受動喫煙が原因

の医療費は約3,300億円に及んでおります。令和元年

の国民医療費は約43.6兆円の巨額に及び、医療費と

いうのは毎年１兆円ずつ増大しております。また、

当市の国保財政もご承知のように先細りが予想され

ます。このような喫煙による莫大な損失額を削減す

るためにも、やはり禁煙と受動喫煙防止が不可欠で

あると思いますが、当市における禁煙対策の在り方

と成果について伺いたいと思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 喫煙対策についてでございま

すが、ＷＨＯによると喫煙は病気の原因の中で予防

できる最大かつ単一のものとされまして、能動喫煙

者は言うまでもなく、受動喫煙の影響を受ける子供

をはじめとした周囲の人々に数多くの疾患の罹患や

死亡リスクを高める危険因子となっております。全

国的に見ると、喫煙率は穏やかに減少しており、男

性は平成７年52.7％をピークに令和元年には25.9％

に減少、女性は10.6％から6.9％に減少しておりま

す。北海道の喫煙率も減少傾向にありますが、男性

は31.7％で全国ワースト８位、女性は14.8％で全国

ワースト１位となっております。赤平市の喫煙状況

は、平成30年に健康増進計画策定時に行った市民健

康生活調査では男性平均29.5％、女性平均13.9％と

なっております。年代別では、高齢者の喫煙率は低

いものの、男性の40代から50代の方が50％前後、女

性の20代と50代の方が25％前後と全国、全道を大き

く上回っている状況であります。北海道健康づくり

財団が発行する2010年から2019年における主要死因

の概要では、国の死亡率を100とした標準化死亡率に

おいて当市では悪性新生物、男性109.8、女性114.1、

虚血性心疾患、男性121.7、女性89.7、慢性閉塞性肺

疾患、男性123.8、女性119.5など、死亡だけを取り

上げても喫煙との関連が深いと言われている疾患に

よる死亡率が全国より高い値となっております。こ

れらのことからも赤平市の健康課題として喫煙対策

は優先度の高いものとなっていると認識しており、

健康増進計画においては６つの大きな対策の一つと

して喫煙対策を挙げ、取り組んでいるところであり

ます。いまだ個人の嗜好品との認識が強い喫煙であ

り、市民の理解を得るには時間がかかるものと思い

ますけれども、昨年４月に全面施行された改正健康

増進法も追い風にし、広い世代へたばこの害、受動

喫煙の害、それに伴う慢性閉塞性肺疾患などの疾病

についてのさらなる啓発に努め、たばこをやめたい

人への支援や禁煙の環境整備など様々な保健活動の

場面において取り組んでまいりたいと考えておりま

す。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 ご答弁ありがと

うございます。驚くべき数字としては、やっぱり標

準化死亡率、国を100としますと赤平の男性でがんが

１割も多いと、ＣＯＰＤ、これが23％、女性でも２

割、非常に高い、それでこういうふうな高い数値が

出ているのは多分生活習慣の中に喫煙が根づいてい

るのではないかということは推しはかることができ

ます。ご答弁の中では、嗜好品という言葉がござい

ましたけれども、実際東京都医師会のホームページ
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を見ますと、嗜好品ではなく、依存性薬物と明記さ

れております。これ実は、東京都医師会だけではな

くて、全国の医師会いろいろ調べますと明記されて

おります。ということは、やっぱり嗜好品という言

葉で惑わされてしまう側面が私は多いのではないか

と思います。その辺がやっぱり鍵になると思います。

それで、ちょっと関連してお伺いしたいのですけ

れども、赤平市は皆さん御存じのとおり47％ぐらい

がもう高齢者になっておるので、高齢者の喫煙率と

いうのは全国的に低いのです。やはり将来の健康を、

さっきご答弁あったのですけれども、考えて、高齢

化率が高い当市においてはこの数値が実際は全体の

喫煙率を押し下げているのではないかと。つまり生

産年齢人口の中の二十歳から60歳ぐらいの喫煙率が

高いと推測されるのですが、ここは問題でないかと

思うのですけれども、ご答弁いただきたいと思いま

す。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 年齢を重ねるにつれ、様々な

基礎疾患を患ったり、健康意識が高まったりするこ

とから、禁煙をされる方も多く、高齢者の喫煙率は

低下する傾向にあります。当市においても同様に男

性60歳代22.4％、70歳代17.5％に比べ、40歳代51.5

％、50歳代46.5％と働き盛りの喫煙率が全国、全道

に比べ高い状況でございます。喫煙は、１日の本数

と吸い始めてからの年数が多ければ多いほど様々な

疾病のリスクが高まってまいります。40代、50代の

喫煙率の高さは、悪性新生物はもちろん、働き盛り

の虚血性心疾患などの急性疾患を引き起こし、医療

費はもちろん、社会経済活動にも大きな影響を与え

ることから、その経済的損失は計り知れないものと

思います。今後とも喫煙の害について広く啓発活動

を行っていくほか、たばこをやめたい人への支援、

そもそも若年層が吸い始めないような健康教育等に

力を入れてまいりたいと考えております。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 一番大切なのは、

啓発活動であると思います。一人一人、自分で吸う

方、能動的喫煙者、吸わされてしまう方、受動喫煙

者、その方たちに配慮するように啓発活動をしっか

り進めていただきたいと思います。

それに関連しまして、要旨の２です。生活習慣病

予防について、ここでは禁煙に関する条例に触れた

いと思います。生活習慣病の主たる原因の一つは、

喫煙であります。先ほどからずっと申し上げており

ます。喫煙は、たばこを吸わない人がたばこを吸っ

てしまういわゆる副流煙や体や衣類に付着した残留

物や臭いにさらされるサードハンドスモークと言わ

れる第三次喫煙が問題になります。厚労省の調査で

は、受動喫煙による死亡者は毎年１万5,000人を上回

り、交通事故の約４倍と推定されております。国は、

健康増進法25条で国と地方公共団体の責務として望

まない受動喫煙が生じないように受動喫煙について

知識の普及、受動喫煙防止の意義の啓発、環境整備

を講じることを求めております。

そこで、美唄市は、医師会の働き等で国を上回る

一歩踏み込んだ条例制定や改正を進めてきてまいり

ました。とりわけ令和２年４月の改正健康増進法の

全面施行に合わせまして、学校、公園、児童施設の

敷地内から100メートル以内の路上での喫煙を規制

しました。また、未成年の保護については、妊産婦

や20歳未満の者と同室内、同乗する自動車内での喫

煙を規制しております。条例で定めるたばこについ

ては、改正健康増進法では適用外になっております

電子たばこを加えているのが特徴的でございます。

同市の条例による医学的な統計データによれば、条

例施行前後２年間では急性心筋梗塞が11％減、救急

搬送が15％減、脳卒中については入院が16％減、こ

ういうふうな数値が出ており、救急搬送に至っては

18％減っております。これに対して比較対照しまし

た砂川、芦別、赤平、滝川の中空知医療圏の入院は、

急性心筋梗塞が23％、脳卒中が12％、それぞれ増え

ているというふうな数値が出ております。この結果

につきまして旭川医大の公衆衛生学、疫学が専門の

西條教授は、受動喫煙防止条例により急性心筋梗塞

と脳卒中の予防効果につながった可能性があると説
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明しております。美唄市は、条例制定とその後の取

組が評価されまして、平成29年に厚労省の健康寿命

をのばそう！アワードの厚労省健康局長優秀賞を受

賞しました。当市もこれに倣い、受動喫煙防止条例

をつくるべきであると思いますが、見解を伺いたい

と思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 受動喫煙防止条例についてで

ございますが、受動喫煙においては戸外や換気扇の

下で喫煙した場合でも喫煙者の呼気に喫煙終了後も

長時間たばこの煙の成分が含まれているため、受動

喫煙の原因になると言われております。さらに、喫

煙者の衣服や毛髪からは付着したたばこの煙の成分

が徐々に揮発し、この成分を他者が吸い込む三次喫

煙も発生し、この成分にも発がん物質が含まれてい

ることが明らかになっており、その有害性が指摘さ

れております。美唄市においては、地元医師会から

の強い働きかけを受け、国の健康増進法改正や北海

道受動喫煙防止条例に先駆け、平成27年７月に美唄

市受動喫煙防止条例を施行しております。市独自の

条例は、市民にとって最も身近であり、条例により

市民、保護者、事業者、施設管理者、市の役割を明

らかにすることで喫煙や受動喫煙、それらの害に対

する関心や理解を深め、健康対策の柱である喫煙対

策、がん対策を中心とした生活習慣病対策を強く後

押しすることになると考えております。美唄市にお

いても条例制定までには地元医師会はもちろん、医

療系大学の有識者、学校関係者、たばこ販売業者、

商店、飲食店など多くの関係する団体や個人などと

条例制定賛成の立場や反対の立場に関係なく広く議

論を重ねてきたと伺っております。当市におきまし

ても多くの方のご意見を伺い、喫煙や受動喫煙の害

から市民の健康を守る施策について検討を進めてま

いりたいと考えております。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 美唄市では、市

民と保護者、事業者、施設管理者、市の役割、いわ

ゆるロールの分担をしっかりして、それで市民ぐる

みで全体的に喫煙をやめていこうと、そういうふう

な条例ができたと。やはりこういう条例があります

と、市民も意識して喫煙するところとしないところ、

そういう区分ができると思うのです。ぜひとも私は

これ進めていきたいと思うし、喫煙関連に関しては

当市でもライフワークの一環としてずっと研究なさ

っている方もいらっしゃるとお伺いしたので、その

思いもぜひかなえてあげたいと思います。

この受動喫煙条例に関連しまして、ちょっと関連

質問があるのですけれども、条例関連ですけれども、

道北勤医協旭川北医院長で日本禁煙学会理事の松崎

道幸医師は旭川市内の介護施設の禁煙現状をグルー

プで調査した結果、たばこを吸ったり、他人のたば

この煙を吸わされると新型コロナウイルスに感染し

やすくなり、禁煙推進と受動喫煙対策の徹底がコロ

ナ予防と重症化予防の鍵になるとの考察に至りまし

た。また、同医師は、ニコチン摂取はＡＣＥ２受容

体の増加をもたらし、新型コロナウイルスの相互作

用が重症化の本態としております。ワクチン接種に

より集団免疫獲得までにはウイルスのミュータン

ト、変異等により時間がかかるかもしれないとすれ

ば、受動喫煙条例により感染予防が効果的であると

思うが、見解を伺いたいと思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 能動喫煙、受動喫煙にかかわ

らず、たばこの煙は体に様々な悪影響をもたらし、

その中には感染症に立ち向かうための免疫機能を著

しく低下させることが分かっております。小児では、

親がたばこを吸う家庭で上気道感染や副鼻腔炎が統

計的に多く、またヒトパピローマウイルスが影響す

る子宮頸がんにおいても能動喫煙や受動喫煙の免疫

機能への影響が大きいと言われております。新型コ

ロナウイルス感染症においても当初より重症化の要

因に喫煙が挙げられるなど、その発症と重症化に大

きく関わっているものと認識しております。かねて

からたばこの害について啓発活動を行ってきたとこ

ろでございますが、受動喫煙防止条例については当

市のたばこ対策を後押しするものと考えております
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ので、今後とも検討してまいりたいと考えておりま

す。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 まさに後押しす

るような形でつくる方向で向かってほしいと思いま

す。

それでは、次の質問に移らせていただきます。項

目の２、防災体制の拡充について、ここでは主に災

害用のトイレの確保についてただしたいと思いま

す。約１か月前の２月13日の深夜に東日本大震災か

ら10年目の節目を前にマグニチュード7.3の地震が

発生し、福島、宮城両県を中心に大きな揺れが広域

に及びました。震源が深く、幸いにも津波の被害は

ありませんでした。東日本大震災の余震で震度６強

を観測したのは、2011年の４月以来であり、10年を

経ても強い余震を生む自然の驚異に慄然とする思い

でございます。被災者経験者である私は、当時の記

憶がフラッシュバックし、恐怖に胸を引き裂かれる

思いでございました。それと同時に、市民の生命、

財産を守る災害への備えを強靱化しなければならな

いと感じました。発災後避難所においての困り事の

順位について学術、民間調査機関等の分析によりま

すと、トイレの問題は他に追随を許さず１位であり

ます。さらに、詳細を調べると、大多数がトイレの

数の不足を問題視し、以下清潔でない、女性や高齢

者への配慮不足等の順に問題があると認識しており

ます。平成28年、内閣府、避難所におけるトイレ確

保、管理ガイドラインによりますと、仮設トイレ等

の必要数は発災時は避難者50人に１台、その後長期

化する場合は20人に１台となっております。平成30

年、赤平市の避難所の指定状況に関する都道府県へ

の通知様式を基準にし、当市の指定避難所23か所に

必要とされるトイレの数を試算しますと、発災時で

60台、その後長期化が想定される場合は108台と私は

試算しておりますが、現時点での赤平市が確保して

いる仮設トイレ、簡易トイレ、携帯トイレ、いわゆ

る災害用トイレの台数について伺いたいと思いま

す。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 災害用トイレについてでござ

いますが、現在避難所の備蓄品を整備する中で議員

のおっしゃるとおり避難所でのトイレの確保につい

ては食事など他の備蓄品と同様に必要不可欠なもの

と考えております。この件について検討はしていた

ものの、他の備蓄品の整備を進めており、トイレの

備蓄について整備が遅れているところであります。

現在の赤平市のトイレの備蓄状況ですが、北海道か

ら貸与されている簡易トイレ１台が備蓄トイレの数

量となっております。備蓄トイレについては、段ボ

ール製、樹脂製など様々なタイプがあり、耐久性や

利用性など検証しており、今後整備に向け検討して

いるところであります。必要な数量については、お

っしゃるとおり避難所23か所で約60台と試算してい

るところでありますが、長期避難や理想的な男女比

などを考慮すると試算したトイレの数では不足する

と考えられるところでもあります。このようなこと

から、購入後の保管場所などの課題もございますが、

他の備蓄品と同様にトイレの備蓄についても検討し

てまいりますので、ご理解いただければと思います。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 簡易トイレが１

台ということは、実質トイレについてはゼロベース

であると私は思っており、食べ物を食べれば人間排

せつがあるので、同時並行で進めなければならない

ものであるということは認識していただきたいと思

います。計画を立てるのは結構ですけれども、それ

を実行に移すいわゆる迅速化、スピード感あるよう

な対応を願いたいと思います。これにつきましては、

国はいわゆる国土レジリエンス、すなわち国土の強

靱化におきまして重点化15プログラムというものを

つくっております。そこの中で劣悪な避難生活環境、

不十分な健康管理による多数の被災者の健康状態の

悪化、死者の発生はプログラムにより回避すべきで

あって、起きてはならない最悪の事態というふうに

ホームページにも掲載されております。すなわち、

やはりトイレの問題というのは感染症、その他いろ
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いろな病気を引き起こす可能性があるわけですか

ら、優先順位は非常に高いと。実際令和２年度の国

土強靱化対策では、４兆円の巨額の予算がついてお

るわけですから、また今年も同様の金額がつくので

はないかと私は思っておりますので、ぜひとも検討

して早く計画をつくっていただきたいと思います。

これに関連して、どうしても、今ちょっと述べた

のですけれども、トイレが整備されていないと高齢

避難者を中心にとりわけ水分の摂取量を減らすの

で、血液がどろどろになり、いわゆるエコノミー症

候群を発生して最悪は死に至るケースが東日本震災

以降多数報告されております。せっかく防災無線を

確立されて、いざ災害が発生して避難行動を迅速に

取って避難所に来たのに当市ではトイレ、電気、食

料等が避難における備えのいわゆるミニマム、最少

と言われる３日間を確保できていないのでは、あら

ゆる危機を想定した危機管理からは程遠い防災体制

ではないかと私は思うのです、ちょっときつい言葉

かもしれませんけれども。災害は人を待たずして起

こるのでございますから、やはり計画を立てるのだ

ったら、具体的にいつ頃までというふうなのを現時

点でも本当は聞きたいので、その辺お伺いしたいと

思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 災害用トイレの備蓄について

でございますが、整備台数につきましては標準的な

避難所３か所の３日分として積算基礎となる50人に

１台を基本とし、予備トイレも含めて24台と計画し

ております。また、処理袋や凝固剤などについても

３か所の避難所で３日間の使用が可能な数量として

450人分の6,800回分を備蓄するべく進めているとこ

ろであります。具体的にいつまでに備蓄するのかと

いうことについてでございますが、避難所での新型

コロナウイルス感染防止ということからも有効な財

源を活用し、対応してまいりたいと考えております。

災害用トイレについては、全ての避難所に配置する

ことが必要でありますので、備蓄食料と同様計画的

に備蓄を進めてまいりますので、ご理解いただけれ

ばと思います。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 ぜひとも計画を

進めて最悪を想定し、最善の結果を得られるような

防災体制を確立されるように願っております。

それに関連しまして、要旨の２ではコロナ感染症

防止になる避難所でのマンホールトイレの設置につ

いてただしてみたいと思います。障がい者や高齢者

は、避難所で災害時においてマンホールトイレのよ

うな多目的トイレがないと排せつが困難になりま

す。仮設トイレがあったとしても、段差や広さが十

分でないと実質的に使用できない不便が生じるケー

スがあります。そのため、障がい者や高齢者が他の

健常な避難者に遠慮してトイレ使用をちゅうちょし

てしまい、最悪の場合は先ほど述べましたエコノミ

ー症候群等による震災関連死に至るケースが多く報

告されております。国交省が平成30年度に発行しま

したマンホールトイレ整備・運用のためのガイドラ

インでは、マンホールトイレを整備すべき施設は災

害対策基本法に基づき、１番目としては市町村が指

定する避難所等とする、２番目としましてはマンホ

ールトイレの使用想定人数は避難所等に受け入れる

避難者数、収容人数を使用想定人数の目安とする、

３番目としましてはマンホールトイレ１基当たりの

使用想定人数は50から100人を目安とするとしてお

ります。また、防災基本計画第２章、災害応急対策

第８節の保健衛生、防疫、遺体対策に関する活動で

は、市町村は避難所の生活環境を確保するために必

要に応じ仮設トイレやマンホールトイレを早期に設

置するとともに、被災地の衛生状態の保持のため清

掃、し尿処理、生活ごみ収集処理等についても必要

な措置を講ずるものと明記されております。20年10

月23日に政府と国交省がマンホールトイレの整備を

検討するよう市町村に要請しました。設置方法や先

進事例を示したガイドラインや下水管の避難所まで

の延伸などの整備費用を支援する交付金の活用を促

し、普及につなげる通知を出したとの報道もござい

ます。私は、障がい者や高齢者などの要配慮者が災
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害時に感染症防止効果が高くて衛生的で安心して利

用できる避難所のトイレ選択肢の一つとしまして、

マンホールトイレ設置を積極的に推進していくべき

だと思いますが、お考えをお伺いしたいと思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） マンホールトイレについてで

ございますが、災害時でも排便後の袋の処理の必要

がなく、衛生的に用を足すことができることと議員

がおっしゃるとおり障がい者や高齢者などが安心し

て使用することができ、感染症の予防効果が期待で

きます。マンホールトイレの設置につきましては、

阪神・淡路大震災以降都市部で避難場所等への設置

が進められてきております。現在避難所や避難場所

に設置する場合は、公共下水道管の場所や敷設位置、

管の耐震化の有無、断水時の水の問題などの課題が

あり、調査を行い、設計をする必要がございます。

一方、赤平中学校と現在建設中の統合小学校におけ

る一部のトイレでは、障がい者や高齢者が災害時で

も通常どおり安心してトイレが使用できるよう考え

られているところであります。避難所でのトイレの

在り方については、新型コロナウイルス感染症対策

にも配慮し、様々な観点で見直さなければならない

ところであり、今回ご質問のあったトイレ備蓄等の

対策やマンホールトイレについても併せて検討して

まいりますので、ご理解いただければと思います。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 マンホールトイ

レは、結構設置する自治体が増えておりまして、有

力な選択肢の一つとなると思います。

１つお伺いしたいのですけれども、答弁の中で赤

平市立中学校と統合小学校の一部のトイレでは通常

どおり使用できるとの答弁なのですが、それぞれ何

日分ぐらい使用できるのかお答えいただきたいと思

います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） トイレ使用の試算についてで

ございますが、赤平中学校については汚水管へ排便

する設備となっており、排便を流すための水確保の

ため50立方メートルの貯水ピットを有しており、１

人当たり１日５回の使用を見込み、１回の使用流水

は約4.5リッターで避難所定員320名が使用する想定

での計算として約７日間の使用ができることとなっ

ております。また、現在建設中の統合小学校につき

ましては、汚水管へ排便できないときには汚水管の

切替え弁により23.8立方メートルの汚水貯留ピット

へ排便を貯留することができる構造となっており、

避難所定員を285名と想定していることから、１人当

たり１日５回の使用を想定して３日分の排便を貯留

することができるようになっております。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 赤平市内におき

ましては、中学校と統合小学校はこういうトイレに

ついては割と進んでいるとは思う。ただ、中学校に

関しては、水を流すだけであって、ためるところが

ないので、下流管とつながないといけない、多分そ

ういうふうなところが出てくると思う。統合小学校、

建設中の小学校においては、多分トイレの便座の数

は少ないので、見込み285人分とあるけれども、実際

的に対応するとかなりの長蛇の列になって、そこも

難しいのが出てくるのではないかと思います。

いずれにしても、マンホールトイレというのは先

ほども述べたのですけれども、重要な選択肢であっ

て、それで最後にこの件についてはマンホールトイ

レについて細かいところまで細部にわたってお伺い

したいと思います。マンホールトイレは、流下式と

貯留式があります。流下式は、下流側の下水道管や

処理場が被災していないのを確認してから通常の水

洗トイレに近い感覚で使用でき、し尿を下水管に流

下させる。貯留式のマンホールトイレは、流下式と

同様にし尿を下水道管に流下させることができるた

めに衛生的に使用できます。さらに、マンホールに

貯留弁を設け、排水管を貯留槽とした構造であり、

放流先の下水道施設が被災していたとしても一定期

間使用することができるとあります。２つの選択肢

のうち、私は貯留式のほうが効果的であり、早急に

整備をするならこっちのほうではないかと思うので



－105－

すけれども、ご見解を伺いたいと思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） マンホールトイレの整備につ

いてでございますが、マンホールトイレについては

避難される要配慮者などの利便性には有効であると

考えるところではあります。しかし、屋外への設置

となることから、北海道では冬期間の除雪作業や排

便の凍結等による使用の適否もございます。そのよ

うなことから、繰り返しにはなりますが、避難所で

のトイレの在り方については様々な観点で見直さな

ければならないところであり、今回ご質問のあった

トイレ備蓄等の対策やマンホールトイレについても

併せて検討してまいりますので、ご理解いただけれ

ばと思います。

〇議長（若山武信君） 鈴木委員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 この質問を通じ

て議論が進んで対策が進むことを願っております。

続いて、項目の３番、計画的な除排雪対策につい

てお伺いしたいと思います。近年は、気候変動の影

響と思われる雪の降り方に変化が見られまして豪雪

となる頻度が高くなっております。冬期間の安全で

円滑な道路交通の確保や安心、安全な生活環境のた

めには雪対策は欠くことのできないのが豪雪地域に

関しては概して過疎地に位置し、少子高齢化により

除雪オペレーターの将来的な不足が懸念されておる

ところではございます。ベテランと若手がペアを組

んで技術の継承を行っているのですが、今後当市と

いたしましても技術後継者不足が憂慮されるところ

であります。このような社会的課題の解決に向けた

産学官等の連携により、技術開発が緩やかながら進

んできているようであります。除雪作業の効率性と

安全性を推進するためにＩoＴとＡＩを積極的に活

用する自治体としては、富良野市がＩoＴ除排雪効率

化実証実験におけるデータ分析にオラクルオートノ

マスデータウエアハウスとオラクルアナリティクス

クラウドを導入しました。実証では、2020年12月か

ら2021年１月の期間、稼働する６台の除排雪車両に

ＧＰＳ機能を持つ端末を設置し、ＩoＴを活用して車

両の走行データや職員の業務記録をリアルタイムで

収集し、それらのデータを地図やグラフで可視化す

ることで除排雪の可視化を図っております。収集し

た作業データに市民からの問合せやフィードバッ

ク、気象データ、パトロールカーの出動記録などの

関連データ等を分析し、これにより最適な走行ルー

トを割り出し、作業時間やコスト削減を図っていく

ものでございます。ＩＣＴの利活用をはじめとした

取組を推進し、市民にとって住みやすい環境を実現

するスマートシティー構築のためにも当市もＩoＴ

除排雪効率化実証実験に取り組むべきであると思い

ますが、ご見解を伺いたいと思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 計画的な除排雪対策について

でございますが、富良野市が導入いたしましたＩo

Ｔ除排雪効率化実証実験によるデータ分析を基盤に

いたしましたオラクルオートノマスデータウエアハ

ウスとオラクルアナリティクスクラウドの導入につ

きましては、北海道からの実証実験の要請により行

政と民間をマッチングさせた作業として除排雪作業

におけるコスト削減や作業の効率化を図ることを目

的にし、ＩoＴを活用し、車両の走行データ、道路状

況や苦情等の情報を収集し、過去の業務実績等と合

わせ、相関的、総合的に分析し、効率性の高い除排

雪作業に向け取り組まれているものであります。現

在富良野市においては、分析結果による最終報告が

なされていない状況のため、情報収集までには至っ

ておりませんが、当市における今後の取組として情

報を共有していただけることとなっております。ま

た、制度等の活用についても北海道の関係部局と協

議してまいります。当市においてもオペレーターの

高齢化が進む中、今後人員確保が困難である状況は

避けられず、作業の効率化に向けた取組は重要とな

ってくることから、これからも情報収集に努め、当

市に見合った取組について検討してまいりたいと思

います。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 まさにオペレー
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ターの高齢化は、どこの自治体でも同じ悩みでござ

いまして、なかなか技術の継承がうまくいかない、

技術の継承が進んだところでほかの地域に転勤なさ

る、仕事を見つけて替わるという事例もあるそうな

ので、大変だと思います。

そこで、現在赤平市では恐らく四、五十人体制の

除排雪だと思います。多分もうすぐ人員もスタッフ

も限界に達するのではないかと思うので、私はＩＣ

ＴとＡＩを活用した除排雪の新しいオペレーターづ

くりというのは急務であると思うのですけれども、

市長はこれをどのぐらいの期間で成し遂げればよい

と思いますか。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） オペレーターの高齢化が進ん

でいる中、現状のままですと今後10年くらいまでに

は当市においても人員の確保が困難になってくるも

のと推測しております。今年度から実証実験が開始

された新たな技術でございますので、情報収集し、

ＩoＴの活用も視野に入れ、当市に見合った取組につ

いて検討してまいりたいと思います。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 私もほとんど同

様な考えで、この10年が勝負どころではないかと思

うので、ぜひとも情報を収集し、富良野市のみなら

ず、他市でも行われる場合には情報を共有して進め

ていただきたいと願っております。

続いて、項目４のほうに移っていきたいと思いま

す。全ての子供たちが多様な体験をできるよう赤平

市独自の放課後子ども教室の開設について、ここで

はゲームの持込みについてお伺いしたいと思いま

す。令和４年に統合小学校において赤平独自の放課

後子ども教室を開設する予定でございます。放課後

児童クラブの機能は多様であるが、当市の保護者さ

んから寄せられる意見や批判からは、特に子供を預

ける保護者サイドからは子供が他の子供と関わるこ

とで社会性を養うことや質の高い情操教育を享受で

きる環境や整備を望む声が多い、その中でも厚労省

が放課後児童健全育成事業の内容として掲げており

ます遊びを通して自主性と社会性と創造性を培うこ

とについての関心が非常に高い、ゲーム機器をこの

ような保育の場に持ち込むことにより子供たちが集

う場で黙々と個々人がゲームに集中してしまいます

と社会性を培う場での人格形成に何らかの悪影響を

もたらすのではないかという懸念を持つ方がいらっ

しゃいます。また、ゲーム機を持つこととそうでな

いことにより格差を生み出すことへの不安や持ち込

むことが当たり前になることによる同調圧力が子供

の心理的負担になることが懸念されております。ゲ

ーム依存のない家庭環境で育った子供にとっては、

学童保育とは指導員に宿題を見てもらう、あるいは

絵本や本に触れることによって感受性が高まったり

する機会が得られるべき場ではないだろうかと察せ

られます。私は、ゲームそのものを否定するわけで

はございませんが、学童保育においてはゲームソフ

トによらない創造的な集団ゲーム等を楽しむことに

よって年齢の異なる子供たちの社会的な協調性を養

う機会をでき得る限り多く提供する場であるべきと

思います。そこで、当市における学童保育の場への

ゲーム機器の持込みに対するガイドラインについて

お伺いしたいと思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） ゲーム機器の持込みに対する

考え方についてでございますが、赤平市独自で行う

いわゆる学童保育室における放課後子ども教室及び

留守家庭児童見守り事業につきましては放課後に学

校施設を利用することになりますことから、学校に

持ち込めないものは学童保育室にも持ち込めないと

いう形で運営させていただきたいと考えており、現

時点においてはゲーム及び携帯電話の持込みについ

ては禁止してまいりたいと考えております。

また、学童保育室の中で行う留守家庭児童見守り

事業については、将来的には国の基準を満たすこと

により放課後児童クラブへの移行も考えております

が、その際には放課後児童クラブ運営指針にのっと

り事業を行わなければならないと考えております。

この運営指針の中に児童期の遊びと発達といたしま
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して、遊びは自発的、自主的に行われるものであり、

子供にとって認識や感情、主体性等の諸能力が統合

されるほかに代え難い不可欠な活動である、子供は

遊びの中で他者と自己の多様な側面を発見できるよ

うになる、そして遊びを通じて他者との共通性と自

身の個性とに気づいていくとありまして、議員のお

っしゃるとおり子供たちの社会性や協調性を養うた

めの貴重な機会であると考えておりますことから、

ゲーム及び携帯電話の持込みについては禁止してま

いりたいと考えております。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 ほとんど満額回

答で、もう何も言うことはございません。ただ一つ、

非常に難しいのは有資格者の確保と、あとその方々

の啓発活動だと思います。

次の質問に移らせていただきます。項目の５番目、

健全な行財政の運営についてです。ＲＰＡ、ロボッ

トプロセスオートメーションの導入によりまして、

定型的かつ膨大な定型事務作業量が発生する業務に

おいては操作入力ミスの削減や作業時間の手間が省

けたという事例が多く報告されております。さらに、

定型事務作業時間の削減が可能になったことから、

職員が住民サービスに集中できるようになったとい

う成果が発表されております。ＲＰＡは、登録、入

力、集計が多い税務、財務、法務、健診、介護給付

等と幅広い分野で導入が期待されるものでありま

す。行政改革のためにＲＰＡの導入は、ルーチンワ

ークの定型的業務や作業、型どおりの仕事を自動化

し、事務時間の削減が大いに期待できるので、急務

であると考えられます。当市は、その実証実験を行

ったとありますが、その具体的な内容と結果検証と

今後のＲＰＡ拡充方針についてお伺いしたいと思い

ます。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） 健全な行財政の運営について

でございますが、当市におけるＲＰＡ実証実験を行

った具体的な内容といたしましては財務会計システ

ムにおける実証実験を行ったところであります。内

容といたしましては、毎月定型的に行われている伝

票作成業務を選定し、財務会計システムの起動から

情報入力、伝票印刷までのシナリオ作成を行い、動

作確認なども進め、完成させたところであります。

また、職員にはデモンストレーションを行い、ＲＰ

Ａがどのようなものか、どういう効果があるのかを

説明したところであります。検証の結果といたしま

しては、日頃定型的に作成している伝票30枚を通常

の作業手順ではおおむね２時間の試算となります

が、ＲＰＡプログラムの実行によると必要事項の入

力から印刷までは約30分で終了すると試算され、こ

のことから約１時間30分の時間短縮が見込まれる結

果となり、また人的ミスの発生も少なくなることか

ら、より効果が期待されるところであります。今後

のＲＰＡ拡充方針についてでございますが、これま

での実証実験を受け、業務の選定と優先順位、個人

情報の取扱いなどの検討、シナリオの内製化を目指

しておりますので、職員によるシナリオ作成のため

の技術的な支援をどのように行うかなどの課題があ

り、現在解決に向けて引き続き取り組んでまいりま

すので、ご理解いただければと思います。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 件数がちょっと

少ないので、時短はあったと、時間短縮はあったと

いうことは認めますけれども、１つお伺いしたいの

ですけれども、ＲＰＡで処理した定例的な伝票作成

業務30件程度というのはまだまだ私は実験は緒に就

いたばかりではないかと思います。現状は、あくま

でも結果ではなく中間報告にすぎないと思います。

実証実験の検証に説得性を持たせるためには、他の

課との実験を並行して進め、サンプル数を増やすべ

きであると私は思います。選考された、選ばれた数

種類の実証実験結果を総合的に分析、検証した上で

成果が上がっているか否かを判断すべきであると思

いますが、見解を伺いたいと思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） ＲＰＡの実証実験の成果につ

いてでございますが、現在ＲＰＡ化すべき業務を選
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定すべくプロジェクトチームにおいて各課の業務の

洗い出し作業を進めているところであります。また、

実証実験を行いました財務会計システムで定型的に

行われている伝票作成業務につきましては、全庁的

にありますことから、作成したシナリオの運用方法

を検討しておりますので、ご理解いただければと思

います。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 ちょっと私の考

えている方向とは違うので、実験を一緒に進めてい

くべき、シナリオが使えるのだったら、まさにそう

いうふうに一緒に行っていくべきではないかと私は

思うので、そこの見解はちょっと違うので、今度は

もう少し深く追及したいと思います。

もう一つお伺いします。ＲＰＡを推進するには、

私は片手間ではこれはできる仕事でないということ

はいろいろ研究して知っておりますので、専任の職

員を各課に１人配置するつもりで取り組まないとな

かなか効果は上がらないし、発展も難しいと私は思

います。当市のＲＰＡプロジェクトチームでシナリ

オ作成と本格実施を担当する人員は、現在何人いる

のかお伺いしたいと思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） プロジェクトチームで現在シ

ナリオを作成できる職員は３名となっております。

本格実施を担当する職員については、各課のＲＰＡ

化すべき業務の選定状況により検討してまいりたい

と考えております。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 他市におきまし

ては、某大手通信会社から役所のほうに勤めていた

だいたという例もございまして、多分そういうふう

なところは……

〇議長（若山武信君） ちょっと待ってください。

このまま質問を続けたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。

はい、どうぞ。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 質問の途中にな

ってしまいましたけれども、他市においては本物の、

片手間でやるのではなくて、それに精通したプロフ

ェッショナルを雇い入れたという事例がございます

ので、当市におきましてもやはり専門性を持った人

員を１人配置するぐらいの覚悟を持ってプロジェク

トを取り組まないとなかなか難しいのではないかと

思います。

それでは、次の質問に移らせていただきます。将

来に生きて働く学びの充実における公設塾の役割に

ついてということです。当市では、2018年の９月、

学校のカレンダーに照らし合わせますと第２学期か

ら事業が始まったわけでございます。塾の目標とし

ましては、学力向上並びに学校以外での学習習慣の

定着をうたっているわけでございます。18年度開設

なので、今年度赤平市内の中学校３年生、すなわち

高校受験生の一定数は塾で３年学んで受験生になる

というわけであります。コロナ禍で事業の中断時期

がございましたが、コロナ禍は全国的な問題なので、

影響云々ということは度外視した上で効果について

総括が必要かと思われます。当市の公設塾は、科目

数が限定されておりますが、学習機会を増やし、学

習習慣が定着すれば受講科目以外にも派生的な効果

がある程度期待できるのではないかと思います。ま

た、やる気の出る子が増えていけば、他の生徒にも

学習意欲について刺激を与えるので、相乗効果があ

る程度は期待できるのではないかと推察されます。

そういったことを総合的に勘案しますと、学力向上

への貢献度の全体像がおぼろげながらつかめるので

はないかと思われます。長年受験教育をなりわいと

してきた私としましては、学力を偏差値という物差

しで測ることは重要かつ基本的なことであると思い

ます。そこで、本年度の赤平中学校の高校受験志望

校動向についてお伺いしたいと思います。

〇議長（若山武信君） 教育長。

〇教育長（高橋雅明君） 議員のご質問の公設塾の

総括につきましては、数的データに基づく検証では

ございませんが、登録児童生徒から好評を得ており、

児童生徒の学習意欲の向上や家庭学習の習慣化の面
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において一定程度効果があると認識しております。

また、令和２年度は、中学生対象の公設学習塾にお

いて中学３年生に限り開設期間終了前10回程度受講

時間を30分間延長したことにより、受験対策にも一

定程度効果があったと考えております。令和２年度

の赤平中学校の高校受験志望校動向につきまして

は、教育長行政報告でも申し上げましたが、43名が

高等学校等へ進学予定でありますが、個別の内訳に

つきましては個人情報の観点から答弁を差し控えさ

せていただきますので、ご了解願います。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 一定程度の効果

があるという認識というのは、抽象的な評価で、漠

然とし過ぎて、私の職業観からいうと全然話になら

ないレベルなのですけれども、公設塾という建前が

ございますから、それでも貢献したということだと

私は思います。

また、志望校の動向につきましては、私は当然そ

れをなりわいにしておりますから、独自でデータを

入手できまして、再質問させていただきますけれど

も、志望校動向の私が入手しましたデータに業者テ

ストの高校別難易度ランキングや合格者平均偏差値

を基に私があくまでも独自ですが、はじき出しまし

た本年度の受験生の平均偏差値は赤平の今年の中学

校３年生、受験生はおよそ40ぐらいであろうと推定

できます。偏差値40というのは、100人試験を受けま

すと昇順840番目、降順160番目ぐらい、正規分布で

いうと50が真ん中ですから、下のちょうど16％ぐら

いのところが頂上になる山が赤平だというふうにな

ると思います。正規分布の下位16％というのはこの

位置で、非常に厳しいと思います。学力が足りない

ことが一目瞭然となり、非常に厳しい水準であるこ

とをコミュニティ全体でしっかり受け止めなければ

ならないと思います。学力の低い主たる原因という

のは、まず１番目として少子化が進む学区内で同じ

仲間で義務教育が完了してしまい、切磋琢磨する雰

囲気が醸成されにくい。２番目としましては、外部

から学力に対するインパクトが少ない。３番目とし

ましては、中空知における高校入試の倍率が低い、

ほとんど１倍以下です。入試において定員割れする

高校が多く、競争力の希薄化が常態化しておる。４

番目としましては、高校受験のための総合学習塾等

の教育産業インフラが少ないと分析されます。１番

目から３番目については、一自治体の努力だけでは

解決できるものではございませんが、４番目の教育

インフラについては公設塾の拡充が学力向上の特効

薬であり得ると私は考えます。子供の将来を左右す

る大きなファクターは学力であり、将来の大学受験

等の進学競争に打ち勝つためには義務教育期におい

てしっかりと基礎学力を習得し、さらに自ら考え、

学び、行動する知識を得る場を子供たちに提供して

いかなければ将来生きて働く学びの充実にはつなが

らないと考えられます。ひっきょう、当市におきま

しては学校の授業以外に入試５科目を教えることの

できる総合受験型の公設塾に拡充、発展させること

が私は喫緊の課題だと思いますが、お考えをお伺い

したいと思います。

〇議長（若山武信君） 教育長。

〇教育長（高橋雅明君） 学校教育においては、全

ての児童生徒が学ぶことができる学習指導要領に基

づく学校での授業理解が最重要であると考えてお

り、そのため学びの充実を支える要として授業改善

及び家庭学習の改善が重要と考えております。公設

塾は、それを補完する市の単独教育施策の位置づけ

であり、費用負担の理由で塾に通えない子供たちを

含む自ら学ぶ子供たちを支えるために開始した赤平

市の総合戦略施策でありますが、あくまでも希望制

であるため登録者数は２から３割にとどまってお

り、登録していない児童生徒のほうが多数を占めて

いることが実態であります。よって、議員がご提案

の公設学習塾における総合受験型公設塾への拡充に

つきましては、公費投入の平等性、公平性の観点か

ら現時点において実現は難しいと考えております。

しかしながら、自ら学ぶ子供たちを応援することは

必要なことであり、どのような施策が必要か、ある

いは効果的かにつきまして調査研究してまいりたい
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と考えております。

〇議長（若山武信君） 鈴木議員。

〇４番（鈴木明広君） 〔登壇〕 多分入り口での

認識の違いだと思うのです。義務教育がオプション

として公設塾を担当しますと、やっぱり法の下の教

育の機会平等を失われることが非常に懸念されるの

であって、多分その延長線上にあるのが公設塾の拡

充だというふうに考えていらっしゃるのではないか

と思うのです。私は、それは分かるのですけれども、

大切なのは公設塾の役割というのは競争意識、競争

原理の中で子供を切磋琢磨して学力を増進させるこ

となのでありますから、そこを切り離して考えるか、

もしくはほかの部署、例えば教育によってまちづく

りを起こす、そういうふうなところにシフトしてい

くしかないのではないかと思うのです。

そこで、私は要望としまして、公設塾に対して要

望ですけれども、公教育の果たす役割、見解につい

ては理解するところではあります。赤平市の子供た

ちの学力の向上については、今までの常識を超え、

かなり思い切りのあるいわゆるドラスチックな教育

施策が必要であると考えます。子供たちの学力は財

産でもあり、また赤平出身の子供たちが難関高校や

難関大学に合格する事実が増えてくれば、総合戦略

事業が目指すところの移住、定住につながるものと

私は考えております。金額の多寡はあると思います

が、長い常識を打破し、私道の除雪施策を行ってき

た畠山市長にはぜひ英断していただきたいと思いま

す。

これで私の質問終わらせていただきます。

〇議長（若山武信君） これをもって、一般質問を

終了いたします。

暫時休憩といたします。

（午後 ０時２７分 休 憩）

（午後 １時３０分 再 開）

〇議長（若山武信君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。

〇議長（若山武信君） 日程第４ 議案第201号令和

３年度赤平市一般会計予算を議題といたします。

これより、質疑に入ります。質疑ありませんか。

竹村議員。

〇１番（竹村恵一君） 昨日提案されました令和３

年度一般会計予算について、市長のほうに２点お聞

きいたします。

昨日も副市長からの提案前に市長から概要的な説

明がありましたが、１点目は各課から聞き取りを行

った後、市長はどのような考えの下で予算編成を行

ったのか、改めてお考えをお聞きいたしたいと思い

ます。

２点目は、この予算で令和３年度中に市長が強く

推し進めて行いたい施策部分はどういう部分と考え

ていらっしゃるのか、以上の２点をお聞きしたいと

いうふうに思います。

〇議長（若山武信君） 市長。

〇市長（畠山渉君） １点目でございますけれども、

各課の聞き取りを受けた後どのような考えで新年度

予算の編成をしたのかということだったというふう

に思います。これにつきましては、昨年３月に策定

いたしました第６次赤平市総合計画、これに基づく

事業のうち、特に住民生活に関連する事業を優先的

に予算化させてきておりますし、また新型コロナウ

イルス感染症への対策につきましても令和２年度と

切れ目のない事業実施となるよう留意しながら編成

作業をさせていただいたところでございます。

また、令和３年度中に強くやる施策についてとい

うことだったと思いますけれども、ハード面につき

ましては教育環境の向上を図るため令和２年度、３

年度２か年で建設いたします統合小学校建設事業、

そして令和３年度から令和５年度までの３か年で翠

光苑、茂尻本町公園、平岸中央公園の市内３公園に

ついての遊具や休養施設、管理施設の改修、更新を

実施して長寿命化いたします都市公園安全安心対策

事業、そして右岸通、昭和本通、北文本通の改修、

東文の通学線の歩道の改修のほか、排水の整備を実

施する市道の改良舗装等事業、またあんしん住宅助
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成事業につきましてはリフォーム工事、そして老朽

住宅除却工事に対する助成でございますけれども、

助成率及び限度額、これらを拡充して実施するもの

が主なものとなるかと思います。そして、ソフト面

につきましては、私の公約でもございます市民アン

ケートにつきまして令和３年度においても継続して

実施するほか、地域公共交通の在り方について市民

アンケートも踏まえて実証実験等も行い、検討を進

める地域公共交通活性化事業、そして予防接種等で

防ぐことのできる感染症対策事業について小児イン

フルエンザワクチン接種の助成範囲、高校生まで拡

充して実施する感染症予防対策事業、これの拡充、

それから出産後間もない時期における母親の心と体

の状態を確認するため産後２週目と４週目、計２回

実施いたします産婦健康診査事業、これを新たに行

うというものが主なものになろうかというふうに思

います。

以上です。

〇議長（若山武信君） そのほかございますか。よ

ろしいですね。

（「なし」と言う者あり）

〇議長（若山武信君） それでは、質疑なしと認め

ます。

これをもって、質疑を終結いたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっておりま

す議案第201号については、さきに設置した予算審査

特別委員会に付託の上、審査することにいたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（若山武信君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第201号については、予算審査特別委

員会に付託の上、審査することに決しました。

〇議長（若山武信君） 日程第５ 議案第202号令和

３年度赤平市国民健康保険特別会計予算、日程第６

議案第203号令和３年度赤平市後期高齢者医療特

別会計予算、日程第７ 議案第204号令和３年度赤平

市下水道事業特別会計予算、日程第８ 議案第205

号令和３年度赤平市用地取得特別会計予算、日程第

９ 議案第206号令和３年度赤平市介護サービス事

業特別会計予算、日程第10 議案第207号令和３年度

赤平市介護保険特別会計予算、日程第11 議案第208

号令和３年度赤平市水道事業会計予算、日程第12

議案第209号令和３年度赤平市病院事業会計予算を

一括議題といたします。

〇議長（若山武信君） これより、一括質疑に入り

ます。質疑ありませんか。

（「なし」と言う者あり）

〇議長（若山武信君） 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終結いたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっておりま

す議案第202号、第203号、第204号、第205号、第206

号、第207号、第208号、第209号については、さきに

設置した予算審査特別委員会に付託の上、審査する

ことにいたしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（若山武信君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第202号、第203号、第204号、第205

号、第206号、第207号、第208号、第209号について

は、予算審査特別委員会に付託の上、審査すること

に決しました。

〇議長（若山武信君） お諮りいたします。

委員会審査等のため、明日13日から21日までの９

日間休会いたしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（若山武信君） ご異議なしと認めます。

よって、明日13日から21日までの９日間休会する

ことに決しました。

〇議長（若山武信君） この際、ご報告いたします。

さきに設置されました予算審査特別委員会の正副

委員長が決定いたしました。

委員長に伊藤議員、副委員長に安藤議員が選任さ
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れましたので、ご報告いたします。

〇議長（若山武信君） 以上をもって、本日の日程

は全部終了いたしました。

本日はこれをもって散会いたします。

（午後 １時３８分 散 会）
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